
南

蛮

風

俗

の

伝

播

形

態

中

山

千

代

一

一
五
四
三

(天
文

一
二
)
年
に
ポ

ル
ト
ガ
ル
船
が
種
子
島
に
漂
着
し
た
後
、
わ

が
国
に
渡
来
し
て
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
文
明
を
伝
え
た
の
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
貿
易
商
人
と

イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
で
あ

っ
た
。
ポ

ル
ト
ガ
ル
国
王
及
び
ロ
ー
マ
教
皇
か
ら
宗
教

者
と
商
人
以
外
の
日
本
渡
航
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
の
で
、
渡
日
ポ
ル
串
ガ
ル
入
は

こ
の
両
者
だ
け
で
あ
る
。
彼
等
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
物
資
を
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
が
舶
載

し
て
来
た
の
で
あ
る
。
彼
等
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
を
当
時
の
人
々
は
、
天
笠
人
又
は
南

蛮
人
と
呼
ん
で
い
た
。
南
蛮
と
は
、

中
国
が
自
分

の
国
を
中
華
、
周
囲
の
夷
狄
を

東
夷

・
西
戒

・
南
蛮

・
北
狄
と
称
し
た
語
で
、
わ
が
国
で
は
平
安
中
期
か
ら
、
南

方
諸
国
を
指
し
た
南
蛮
の
使
用
例
が
見
ら
れ
る
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
ヨ
竃
ロ
ッ
パ

か
ら
南
方
を
経
由
し
て
渡
来
し
た
の
で
、
天
笠

(印
度
)
人

・
南
蛮
人
と
云
わ
れ
、

南
蛮
は
、
十
六

・
七
世
紀
の
日
本
と
交
通
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル

・
ス
ペ
イ
ン
な
ど
の

南
欧
諸
国
を
指
す
名
称
と
な

っ
た
。

経
済
的
発
展
を
未
知
の
国
の
開
拓
に
求
め
る
大
航
海
時
代
に
、
東
イ
ン
ド
航
路

を
開
い
て
イ
ン
ド
及
び
南
洋
諸
島
の
商
業
権
を
獲
得
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
、
十
六

世
紀
初
頭
に
北
上
し
て
中
国
に
進
出
し
た
。
し
か
し
当
時
の
明
は
朝
貢
船
以
外
の

外
国
貿
易
を
厳
禁
し
て
い
た
の
で
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
は
密
貿
易
に
た
よ
ら
ね
ば
な

ら
な
か

っ
た
。
そ
し
て
取
締
り
の
ゆ
る
や
か
な
福
建

・
浙
江
沿
岸
に
来
航
し
、

一

五
四
〇
年
代
の
根
拠
地
は
寧
波
海
上
に
あ
る
リ

ャ
ン
ポ
ー

ご
⇔ヨ
b
o
で
あ

っ
た
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
船
は
日
本
発
見
以
後
、
リ

ャ
ン
ポ
ー
か
ら
わ
が
国
に
航
行
す
る
の
で

あ
る
。
し
か
し
明
政
府
の
取
締
り
が
当
地
に
強
化
さ
れ
、
四
八

(天
文

一
七
)
年

に
リ

ャ
ン
ポ
ー
を
追
わ
れ
て
サ
ン
シ

ャ
ン

(上
川
)
島

へ
、
さ
ら
に
ラ
ン
パ
カ
ウ

い
蝉
日
冨
8
信

へ
と
移
動
し
た
。
そ
の
折
、
明
政
府
の
倭
冠
鎮
圧
の
た
め
日
中
貿
易

が
中
断
し
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
が
日
中
仲
継
貿
易
を

一
手
に
握
る
こ
と
が
で
き
た
ρ

こ
の
成
功
を
お
さ
め
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
カ
ピ
タ
ン

・
モ
ー
ル
を
派
遣
し
て
、
従
来

の
個
人
貿
易
を
王
室
直
営
に
改
め
た
。
植
民
政
策
に
功
労

の
あ
る
貴
族
の
中
か
ら

王
が
任
命
す
る
甲
比
丹
モ
ー
ル
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
司
令
官
で
あ

っ
て
、
貿
易

の
利
潤
の
半
分
を
王
室
に
納
め
た
。
五
四

(天
文
二
三
)
年
に
甲
比
丹
モ
ー
ル

・

レ
オ
ネ
ル

・
デ

・
ソ
ー
ザ

U
8
昌
鮎

虹
o
ω
○
昜
鋤
が
海
道
副
使
汪
柏

か
ら

中
国
貿

易
の
公
許
を
得
た
。
五
七

(弘
治
三
)
年
に
は
中
国
官
憲
の
依
頼
で
マ
カ
オ
の
海

賊
を
掃
蕩
し
、
当
地
の
居
住
権
を
与
え
ら
れ
た
。
こ
れ
か
ら
後
、

マ
カ
オ
が
ポ
ル
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ト
ガ
ル
の
中
国
及
び
日
本
貿
易
の
根
拠
地
と
な
る
。
甲
比
丹
モ
ー
ル
は
マ
カ
オ
の

行
政

・
司
法
権
を
与
え
ら
れ
、
貿
易

を
強
化
し
た
の
で
、
対
日
貿
易
は
な
お
さ
か

ん
に
な

っ
た
。

一
方
、
西
ま
わ
り
世
界
航
路
を
開
い
て
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
諸
島
を
占

領
し
た
イ
ス
パ

ニ
ヤ
は
、
太
平
洋
北
部
航
路
に
よ
っ
て
日
本
近
海
に
達
し
た
。
し

か
し
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
王
と
イ
ス
パ

ニ
ヤ
国
王
と
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
日
本
諸
島
、

イ
ス
パ

ニ
ヤ
は
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
諸
島

の
領
域
を
こ
え
な
い
協
定
を
結
び
、
イ
ス
パ

ニ
ヤ
は
日
本
渡
航
を
避
け
て
い
た
の
で
、
十
六
世
紀
の
日
本
貿
易
は
ポ
ル
ト
ガ
ル

の
独
占
す
る
と
こ
ろ
で
あ

っ
た
。

リ
ス
ボ
ン
を
出
発
し
た
ポ
ル
ト
ガ

ル
帆
船
は
大
西
洋
を
南
下
し
て
喜
望
峰
を
ま

わ
り
、
イ
ン
ド
の
ゴ
ア
に
着
く
。
ゴ
ア
で
季
節
風
を
待

っ
て
出
帆
し
、

コ
チ
ン
、

マ
ラ

ッ
カ
を
経
て
南
支
の
根
拠
地
マ
カ
オ
に
入
港
す
る
。

マ
カ
オ
と
日
本
の
間
も

季
節
風
に
た
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
風
に
乗

っ
て
北
上
し
て
九
州
に
着
く
。

後
の
天
正
遣
欧
使
節
が
二
年
六
ヵ
月
を
か
け
て
往

っ
た
道
で
あ
る
。
季
節
風
を
待

ち
な
が
ら
の
航
行
に
は
年
月
を
要
し
た
。
そ
の
う
え
暴
風
雨
、
暑
熱
、
海
賊
の
難

な
ど
が
次
々
と
襲
う
困
難
な
旅
で
あ

る
。
信
長
や
秀
吉
が
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
強
国

で
あ
る
が
、遠
方
か
ら
日
本
を
征
服
す
る
ほ
ど
の
兵
を
送
る
事
が
で
き
な
い
の
で
、

恐
れ
る
事
は
な
い
(註
1
)
と
云

っ
た
ほ
ど
、
遙
か
な
国
で
あ
る
。
九
州
に
達
し
た

ポ
ル
ト
ガ
ル
船
は
、
西
岸
で
は
薩
摩

の
鹿
児
島
、
山
川
、
坊
の
津
、
京
泊
、
阿
久

根
、
天
草
の
志
岐
、
有
馬
の
口
の
津
、
肥
前
平
戸
、
筑
前
博
多
、
東
岸
で
は
豊
後

の
日
出
、
府
内
、
佐
賀
関
な
ど
に
入
港
し
た
。
九
州
最
大
の
貿
易
港
平
戸
が
最
も

良
港
で
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
入
港
が
多
か

っ
た
。
し
か
し
平
戸
で
は
仏
教
徒
の
反

対
が
強
く
、
領
主
は
教
会
を
閉
鎖
し
て
宣
教
師
を
追
放
し
た
の
で
、
代
り
に
大
村

領

の
横
瀬
浦
が

一
五
六
二

ぐ
永
禄
五
)
年
に
開
か
れ
た
。
翌
年

の
大
村
領
内
乱
に

横
瀬
浦
は
焼
失
、
六
五

个
永
禄
八
)
年
に
同
領
内
福
田
を
開
港
し
た
。
し
か
し
福

田
港
は
浅
く
、
碇
泊
に
不
適
当
な
た
め
、
七
〇

(元
亀

一
)
年
、
長
崎
港
が
開
か

れ
た
。
こ
の
地
は
八
〇

(天
正
八
)
年
に
は
大
村
純
忠
か
ら
イ

エ
ズ
ス
会
に
寄
進

さ
れ
、
日
葡
貿
易
及
び
キ
リ
ス
ト
教
の
中
心
地
と
な

っ
た
。

ポ

ル
ト
ガ
ル
船
入
港
の
状
況
を
み
る
と
、
キ
リ
ス
ト
教
布
教
と
密
接
に
結
ば
れ

て
い
る
。
貿
易
船
の
入
港
は
宣
教
師
の
許
可
を
要
し
、
布
教
を
許
し
た
領
国
に
限

ら
れ
る
。
六
四

ひ
永
禄
七
)
年
に
平
戸
の
近
く
ま
で
来
て
い
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
は
、

宣
教
師

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス

い
巳
ω
岡
HO
陣ω
の
許
可
な
し
に
は
入
港
し
な
か

っ
た
。

平
戸
領
主
松
浦
隆
信
は
入
港
を
督
促
す
る
。
し
か
し
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
、
宣
教
師

を
平
戸
に
ま
ね
い
て
今
ま
で
の
排
撃
行
為
を
陳
謝
し
、
教
会
の
建
設
を
認
め
る
こ

と
を
要
求
し
た
の
で
、
止
む
な
く
隆
信
は
そ
の
条
件
に
し
た
が

っ
た

(註
2
)。
入

港
が
布
教

の
か
け
ひ
き
に
使
わ
れ
る
の
で
あ

っ
た
。

フ
ロ
イ
ス
が
隆
信
に
つ
い
て

「
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
期
待
す
る
利
益
大
な
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
領
内
に
パ
ー
ド
レ
お

よ
び
会
堂
を
置
く
こ
と
を
許
容
せ
ざ
る
べ
し
」
(註
3
)
と
批
判
し
た
よ
う
に
、
領
主

側
も
こ
の
関
係
を
利
用
し
て
、
貿
易
の
た
め
に
布
教
を
許
す
の
で
あ
る
。
貿
易
の

利
は
戦
国
大
名
の
領
国
経
済
に
と
っ
て
、
最
も
有
利
な
収
入
源
で
あ
る
。
経
済
拡

充
の
た
め
の
城
下
町
商
工
業
の
発
展
、
農
村
地
域
の
生
産
向
上
な
ど
は
、
或
期
間

の
経
過
が
必
要
で
あ
る
が
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
が
入
港
す
れ
ば
短
期
間
に
巨
額
の
利

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
ま
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
舶
載
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
武
器
、
弾
薬
、
火
薬
の
原
料
硝
石
な
ど
の
軍
需
品
の
入
手
は
、
領
地
争
奪
戦

の
成
否
を
決
定
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
熱
心
に
キ
リ
ス
ト
教
を
保
護
し
、
自
ら
も
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キ
リ
シ
タ
ン
と
な

っ
た
有
馬
鎮
純
、
大
村
純
忠
、
大
友
義
鎮

(宗
麟
)
等
は
ポ
ル

ト
ガ
ル
船
の
貿
易
、
軍
事
的
利
益
の
享
受
を
、
領
国
経
営
の
基
本
政
策
と
し
た
大

名
で
あ
る
。
豊
後

一
力
国
の
大
友
義
鎮
が
七
六

(天
正
四
)
年
に
は
五
力
国
の
領

主
と
な

っ
て
非
常
な
富
力
を
得
た
よ
う
に
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
貿
易
は
成
長
過
程
に
あ

る
領
国
の
支
配
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
布
教
に
セ
ッ
ト

さ
れ
た
ポ

ル
ト
ガ
ル
船
は
貿
易
商
品
の
ほ
か
、
布
教
に
必
要
な
銀
そ
の
他
の
物
資
、

宣
教
師
の
祭
服
、

ロ
ザ
リ
オ
、
メ
ダ

イ
、
祭
壇
用
具
等
を
運
び
、
宣
教
師
が
布
教

の
許
可
を
求
め
る
た
め
の
贈
物
を
舶
載
し
た
。
帰
帆
の
時
に
は
宣
教
師
の
通
信
を

運
び
、
船
長
自
身
も
布
教
状
況
の
報
告
を
す
る
の
で
あ
る
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
貿
易
の
中
心
は
日
本
と
中
国
と
の
仲
介
貿
易
で
あ
る
が
、
南
洋
諸

島
及
び
印
度
方
面
の
物
資
と
共
に
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
品
が
舶
載
さ
れ
た
。
ポ
ル
ト
ガ

ル
の
輸
入
品
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
史
料
の
中
に
見
出
さ
れ
な
い
。
十
七
世
紀
半

に
書
か
れ
た

「亜
媽
港
紀
略
」
の

「
日
本
長
崎
ヨ
リ
異
国

へ
渡
海
湊
ロ
マ
デ
船
路

積
」
に

「天
川
八
百
里
此
所
ヲ
南
蛮
人
商
賣
ノ
タ
メ
舟
力
丶
リ
島
ヲ
借
リ
住
宅
仕

大
明
ノ
物
ヲ
日
本

へ
賣
切
又
其
身
ノ
國

ヘ
モ
渡
シ
候
日
本

へ
賣
來
候
モ
ノ
」
と
、

そ
の
品
々
を
列
挙
す
る
が
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
品
に
つ
い
て
は

「其
外
南
蛮
モ
ノ
天
笠

モ
ノ
持
来
申
候
」
と
し
か
記
し
い
て
な
い
。
中
国
品
に
対
し
て
南
蛮
も
の
は
、
問

題
に
な
ら
ぬ
ほ
ど
少
量
で
あ

っ
た
よ
う
だ
。
貿
易
品
の
取
引
地
に
一つ
い
て
は
、
宣

教
師

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
が
、
そ
の
著

「
日
本
史
」
の
序
文
に
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
商

人
は

「
日
本
諸
国
各
地
の
事
情
に
も

ほ
と
ん
ど
通
じ
て
い
ず
、
大
部
分
の
者
は
彼

等
の
船
が
入
る
肥
前
の
諸
港
の
ほ
か
何
も
見
て
い
な
い
」
と
記
し
、
入
港
地
平
戸

で
取
引
が
行
わ
れ
て
い
る
。
同
じ
平
戸
港
の
状
況
を

「大
曲
記
し
に
は

「唐
南
蛮

〆

ノ
珍
物

ハ
年
々
満
々
ト
参
候
京
堺
ノ
商
人
諸
國
皆
集
リ
候
問
西
ノ
都
ト
ソ
人

ハ
申

ケ
ル
L
と
あ

っ
て
、
港
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
商
人
の
許
に
、
京
都

・
堺
は
も
と
よ
り
諸

国
の
貿
易
商
人
が
集
ま
る
の
で
あ
る
。
他
の
諸
港
も
平
戸
と
同
じ
く
、
取
引
は
入

港
地
だ
け
で
行
わ
れ
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
は
六

・
七
月
に
到
着
し
て
、
十
月
或
は

翌
年
二

二
二
月
の
季
節
風
を
待

っ
て
出
帆
す
る
の
で
、
商
人
等
は
少
く
と
も
三
カ

月
或
は
九
ヵ
月
も
滞
在
す
る
。
彼
等
は
か
な
り
の
期
間
入
港
地
に
留
ま
る
わ
け
で

あ
る
が
、
貿
易
に
つ
い
て
も
、
そ
の
生
活
に
つ
い
て
も
殆
ん
ど
書
き
残
し
て
い
な

い
。
種
々
な
事
柄
を
詳
細
に
書
き
綴

っ
た
宣
教
師
の
記
録
の
中
に
も
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
商
人
の
生
活
風
俗
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
ふ
れ
て
い
な
い
が
、
フ
ロ
イ
ス
の

「
日

本
史
」

(第
四
十
七
章

一
五
六
三
年
)
に
、
甲
比
丹

モ
ー
ル
・
ド
ン
・
ペ
ロ
・

ダ

・
ゲ
ラ

U
oヨ

b
奠
o
留

Ω
g
Φ蠧

の
所
持
品
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
宣

教
師

コ
ス
メ

・
デ

・
ト
ル
レ
ス

O
o
ω目
①
山
Φ
日
○ほ
Φω
が
、
彼
に
大
村
純
忠
改
宗

祝
の
贈
物
を
す
す
め
た
時
、
非
常
に
喜
ん
で
所
持
品
を
差
し
出
し
た
の
で
あ
る
。

ト
ラ
ン
ク
の
中
か
ら
取
り
出
し
た
も
の
は
彼
の
衣
類
で
あ

っ
て
、
緋

の
マ
ン
ト
、

ビ

ロ
ー
ド
の
帽
子
、
白
い
シ
ャ
ツ
類
、
上
品
な
ズ
ボ
ン
下
、
新
し
い
帽
子
な
ど
で

あ
る
。
そ
の
ほ
か
高
価
な
宝
石
の
は
ま

っ
て
い
る
金
の
指
輪
、
頸
に
か
け
た
金
の

鎖
、
金
塗
り
の
寝
台
、
琥
珀
織
の
掛
蒲
団
、
ビ

ロ
ー
ド
製
の
枕
、
ベ
ン
ガ
ー
ル
絹

の
寝
台
掛
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
葡
萄
酒
の
入
っ
て
い
る
網
を
か
ぶ
せ
た
大
罎
、
愛
玩

犬
な
ど
が
あ
り
、
財
力
に
富
む
甲
比
丹
モ
ー
ル
の
豪
華
な
生
活
で
あ
る
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
商
人
の
滞
在
す
る
港
町
で
は
、
領
主
、
住
民
は
も
と
よ
り
、
諸
国

か
ら
取
引
に
集
ま
る
日
本
商
人
と
の
間
に
、
日
常
的
な
交
渉
が
行
わ
れ
る
。
豊
後

の
大
友
義
鎮
は
入
港
船
の
甲
比
丹
モ
ー
ル
に
招
か
れ
て
饗
癒
を
受
け
、
ボ
ル
ト
ガ

(119)



研究紀要 第16集

ル
商
人
等
と
談
笑
す
る
習
慣
で
あ

っ
た
.
大
村
純
忠
に
対
し
て
も
.
頻
繁
な
交
際

が
行
わ
れ
て
い
る
。
日
葡
商
人
の
間
で
は
利
害
上
の
衝
突
が
あ
る
。

一
五

六
〇

(永
禄
三
)
年
に
平
戸
で
取
引
の
両
商
人
に
争
が
起
り
,
日
本
人
が

一
把
の
生
糸

で
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
頭
を
打
ち
、
怒

っ
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
日
本
人
の
顔
を
傷
け

た
。
そ
の
た
め
大
勢
の
日
本
人
が
激
昂
し
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
を
全
部
殺
せ
と
逆
襲

し
て
大
騒
ぎ
に
な

っ
た
が
、
キ
リ
シ

タ
ン
達
が
集
ま
り
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
を
守

っ

て
死
ぬ
覚
悟
を
見
せ
た
の
で
事
件
は
鎮
ま

っ
た

(註
4
)。
ま
た
六
三

(永
禄
六
)

年
に
は
イ
ン
ド
木
綿
の
価
の
事
か
ら
両
国
商
人
が
争
い
、
甲
比
丹
モ
ー
ル
と
ポ
ル

ト
ガ
ル
商
人
十
三
人
が
殺
さ
れ
る

(註
5
)
な
ど
.

殺
伐
な
光
景
の
中
に
も
、

ポ

ル
ト
ガ
ル
商
人
の
姿
が
あ
る
。
そ
し
て
港
町
及
び
領
主
の
館
を
中
心
に
行
動
す
る

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
風
俗
は
、
そ
の
地

の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
っ
た
。
ま
た
彼
等

に
関
す
る
種
々
な
情
報
は
、
取
引
に
集
ま
る
商
人
達
に
よ

っ
て
、
そ
の
貿
易
商
品

と
共
に
各
地
に
も
伝
わ

っ
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。
長
崎
が
日
葡
貿
易
の
中
心
地
に

な
る
と
、
司
教
パ
ー
ド
レ

・
ル
イ
ス

・
セ
ル
ケ
イ
ラ

ピ
乱
ω
O
奠
ρ
崖
9
蠧

の

「長

崎
に
対
す
る
規
定
」
(註
6
)
に
、
定
住
す
る
ポ

ル
ト
ガ

ル
商
人
の
あ
る
こ
と
が
示

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
ポ

ル
ト
ガ
ル
人
は
帰
入
を
同
伴
し
て
来
な
い
の
で
、
日
本

女
性
と
の
結
婚
が
行
わ
れ
た
。
七
三

(天
正

一
)
年
の
大
村

・
諫
早
間
の
紛
争
で

長
崎
が
攻
撃
さ
れ
た
時
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
人
妻
の
日
本
女
性
が
城
を
抜
け
出
て
、
城

内
の
様
子
を
信
者
達
に
知
ら
せ
た
。
ま
た
諫
早
領
主
の
弟
深
堀
純
賢
が
兄
を
援
助

し
て
長
崎
を
攻
め
た
時
に
も
、
こ
れ
を
迎
え
撃

っ
た
信
者
の
妹
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人

の
妻
で
あ

っ
た

(註
7
)。
こ
の
二
つ
の
場
面
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
妻
が
同

一
女
性
か

別
人
か
わ
か
ら
ず
、
そ
の
結
婚
生
活

に
つ
い
て
も
不
明
で
あ
る
が
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

噛
人
と
結
婚
し
た
女
性
の
実
例
を
見
る
事
が
で
き
る
。

こ
の
女
性
に
つ
い
て
は
ポ

ル

ト
ガ
ル
人
の
妻
と
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
か
婢
妾
生
活
の
結
婚
も
行
わ
れ

て
い
た
。
そ
れ
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
商
人
奴
隷
売
買
の

一
側
面
で
あ

っ
た
。
奴
隷
売

買
に
つ
い
て
は
秀
吉
が
宣
教
師
追
放
令
公
布
の
前
日
に
、
イ
エ
ズ

ス
会
副
管
区
長

パ
ー
ド
レ

・
ガ
ス
パ
ル

・
コ
エ
リ

ユ

Ω
器
℃
鎚

O
。
①臣
o

に
送

っ
た
詰
問
状
四
力

条

の
う
ち
に
挙
げ
ら
れ
、
彼
を
憤
激
さ
せ
た
問
題
の

一
つ
で
あ
る
。
秀
吉
は
八
七

(天
正

一
五
)
年
の
宣
教
師
追
放
令
に
よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
を
禁
止
し
、
長
崎
を

イ

エ
ズ

ス
会
か
ら
没
収
し
て
直
轄
領
と
す
る
が
、
代
官
を
派
遣
し
て
貿
易
を
将
励

し
,
天
下
統

一
事
業
と
し
て
長
崎
の
発
展
を
は
か

っ
た
。
内
外
人
雑
居
の
国
際
貿

易
都
市
の
長
崎
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
風
俗
流
入
、
伝
播
の
中
心
地
で
あ

っ
た
。

註

(
1
)

一
五
八
七
年

十
月

十
日
付
、
パ

ー
ド
レ

・
ア
ン
ト

ニ
オ

・
プ

レ
ス
チ
ー
ノ
書

翰
。
岡
本
良

知

「十

六
世

紀
日
欧
交
通
史

の
研
究
」
訳
文
。
以
下
同
じ

(
2
)

ル
イ
ス

・
フ

ロ
イ
ス

「
日
本
史
」
第

ご
十
五
章
、
東
洋
文
庫
版
。
以
下
同
じ

(
3
)

一
五
六
四
年

十
月

三
日
付
、
パ

ー
ド
レ

・
ル
イ
ス

・
フ

ロ
イ

ス
が
平
戸
よ
り

イ

ン
ド
に
在

る
耶
蘇

会
の
イ
ル

マ
ン
等

に
贈

り
し
書
翰

「
イ

エ
ズ

ス
会
士

日
本

通
信
」
新
異
国
叢
書
。
以
下
同
じ

(
4
)

一
五
六
〇
年
十

二
月

一
日
付
、
イ

ル

マ
ン

・
ゴ

ン
サ

ロ

・
フ

ェ
ル
ナ

ン
デ

ス

が
ゴ
ア
よ
り

コ
イ

ン
ブ

ラ
の
耶
蘇
会

の

コ
レ
ジ
オ

の
某
イ

ル

マ
ン
に
贈
り
し
書

翰

「
イ

エ
ズ

ス
会
士

日
本
通
信
」

(
5
)

ル
イ
ス

・
フ

ロ
イ
ス

「
日
本
史
」
第

四
十
三
章

(
6
)

O
胄
件器

α
o
掛
冨

。
岡
本
良
知

前
掲
書

(
7
)

長
崎
年
表
、

ル
イ
ス

・
フ

ロ
イ
ス
書
翰
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ポ
ル
ト
ガ
ル
商
人
が
貿
易
を
入
港
地
で
し
か
行
わ
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
宣

教
師
は
布
教
の
た
め
意
欲
的
に
足
跡

を

拡

げ

る
。
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
サ
ビ

エ
ル

男
冨
零
凶ωo
o
×
鋤く
δ
同
が
九
百
名
を
改
宗
さ
せ
て

一
五
五

一

(天
文
二
〇
)
年
に
去

っ
た
後
、
次
々
と
派
遣
さ
れ
て
来
る
イ
エ
ズ
ス
会
士
は
、
信
者
数
の
増
加
と
布
教

地
域
の
拡
大
に
つ
と
め
る
。
七

一

(元
亀
二
)
年
の
キ
リ
シ
タ
ン
総
数
三
万
、
会

堂
四
〇

(註
1
>、

八

一

(天
正
九
)
年
に
は
信
者
十
五
万
、

会
堂
二
百
と
な

っ

た
。
十
五
万
人
の
地
域
別
内
訳
は
豊
後

一
万
人
、
有
馬
、
大
村
、
平
戸
、
天
草
、

五
島
、
志
岐
等
及
び
四
国
に
十

一
万
五
千
人
、
京
都
を
中
心
の
五
畿
内
諸
国
と
山

口
及
び
そ
の
他
の
地
方
に
散
在
す
る
者
二
万
五
千
人
で
あ
る

(註
2
)。

な
お
同

年
に
フ
ロ
イ
ス
は
越
前
北
庄
に
行
き
、
領
主
柴
田
勝
家
に
布
教
を
許
さ
れ
た

(註

3
)
。

イ

エ
ズ
ス
会
の
教
線
は
九
州
か
ら
越
前
に
延
長
さ
れ
て
、
日
本
人
と
の
接

触
を
拡
げ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

一
五
八
四

(天
正

一
二
)
年
、

マ
ニ
ラ
か
ら

マ
カ
オ
に
向
う
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
が

平
戸
に
入
港
し
た
。
こ
の
船
は
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
の
宣
教
師
二
名
と
ア
ウ
グ
ス
チ

ノ
会
宣
教
師
二
名
を
乗
せ
て
い
た
。
イ

エ
ズ
ス
会
以
外
の
諸
派
の
宣
教
師
が
渡
来

し
た
最
初
で
あ
る

(註
4
)。
ま
た
八
七

(天
正

一
五
)
年
に
天
草
サ
シ
ノ
ツ
に
ス

ペ
イ
ン
船

の
初
来
が
あ

っ
た

(註
5
)
。

フ
ィ
リ

ッ
ピ
ン
の
マ
ニ
ラ
を
根
拠
地
と
す

る
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
、
ド
ミ
ニ
コ
会
、

ア
ウ
グ
ス
チ
ノ
会
は
こ
れ
を
楔
機
に
、
日

本
伝
道
を
強
く
希
望
し
た
。
危
惧
を
感
じ
た
イ

エ
ズ
ス
会
は
他
涙
の
渡
日
禁
止
を

は
か
る
。

一
五
八
五
年

一
月
二
十
八
日
付
の
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
オ
十
三
世
の
勅
書
が

下
付
さ
れ
、
イ

エ
ズ
ス
会
以
外
の
日
本
布
教
を
禁
じ
た
。
し
か
し
豊
臣
秀
吉
と
フ

ィ
リ

ッ
ピ
ン
と
の
外
交
折
衝
の
際
、
フ
ィ
リ

ッ
ピ
ン
総
督
の
使
者
と
し
て
、
九
二

(文
禄

一
)
年
に
ド
ミ
ニ
コ
会

宣
教
師

フ
ァ
ン

・
コ
ー
ポ

匂
信
鱒口
O
o
ぴ
o、

潮立
年

に
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
宣
教
師
ペ
ド
ロ
・
バ
プ
テ
ィ
ス
タ

頴
鮎
o
Ho
困
⇔
b
鉱
qo盡

一
行

が
来
日
し
て
、
日
本
伝
道
が
開
始
さ
れ
る
。
同
会
宣
教
師
ジ

ェ
ロ
ニ
モ

・
デ

・
ジ

ェ
ズ
ー
ス

匂
奠
o巳
琶
o
伽
①
富
ω静

は
ス
ペ
イ
ン
通
商
を
希
望

す
る

徳
川
家
康
に

保
護
さ
れ
、
宣
教
師
服
を
着
て
自
由
に
布
教
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
。
彼
は
九
八

(慶
長
三
)
年
に
、
江
戸
に
出
て
教
会
を
建
て
た
。
諸
修
道
会
は
日
本
進
出
の
た

め
、
ポ

ル
ト
ガ

ル
王
を
兼
ね
た
イ
ス
パ

ニ
ヤ
王
フ
ィ
リ
ッ
プ
三
世
を
動
か
し
、

一

六
〇
〇
年
十

二
月
十
二
日
付
の
教
皇
ク
レ
メ
ン
ト
八
世
の
勅
書
が
発
布
さ
れ
た
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
領
か
ら
入
国
す
る
と
い
う
制
限
付
な
が
ら
、
諸
派
の
日
本
布
教
が
許

可
さ
れ
、
伝
道
は
活
発
に
な

っ
た
。
ド
ミ
ニ
コ
会
は
薩
摩
、
ア
ウ
グ

ス
チ
ノ
会
は

豊
後
を
本
拠
に
、

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
は
京
都
、
伏
見
、
江
戸
か
ら
浦
河
に
進
出
す

る
。
イ

エ
ズ
ス
会
も
他
派
に
劣
ら
ず
、

一
六
〇
七

(慶
長

一
二
)
年
に
駿
河
か
ら

江
戸
に
行
き
、
ま
だ
宣
教
師
の
行

っ
た
事
の
な
い
上
野
地
方
も
遍
歴
し
た

(註
6
)
。

つ
い
で
教
皇
。ハ
ウ
ロ
五
世
の

一
六
〇
八
年
六
月
十

一
日
の
勅
書
が
、
入
国
径
路
の

制
限
を
解
き
、
日
本
布
教
は
全
く
自
由
と
な

っ
た
。
し
か
し
日
本
は
、
秀
吉

・
家

康
と
続
く
キ
リ
ス
ト
教
禁
止
時
代
で
あ

っ
た
。
ま
た
伊
達
政
宗
は

二
ご

(慶
長

一

八
)
年
の
江
戸
キ
リ
シ
タ
ン
迫
害
に
、
殉
教
を
望
ん
だ
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
宣
教
師

ル
イ
ス

・
ソ
テ
ロ

ピ
三
。・
ω
9
巴
o
を
仙
台
に
伴
い
、
キ
リ
ス
ト
教
は
そ
の
禁
止
時

代
に
、
奥
州
に
ま
で
教
線
を
伸
ば
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
わ
が
国
各
地
に
現
わ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
接
触
し
た
人
々
は
、
ど
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の
よ
う
な
反
応
を
示
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
サ
ビ

エ
ル
の
最
初
の
布
教
の
時
、
民
衆

が
石
を
投
げ
、
悪
口
を
沿
び
せ
る
の
で
、
死
を
覚
悟
す
る
の
で
あ

っ
た

(註
7
)。

一
五
六
〇
(永
禄
三
)
年
に
京
都
に
入

っ
た
ガ
ス
パ
ー
ル

・
ビ
レ
ラ

Ω
pωb
母

≦
1

匡
9
一
行
に
対
し
て
も
、
異
様
な
姿
を

恐
れ
て
、
家
を
貸
す
者
も
な
か

っ
た
。
よ
う

や
く
借
り
た
堀
立
小
屋
は
あ
ま
り
に
狭
く
、
玉
倉
ノ
町
に
移
る
が
、
こ
れ
も
み
す

ぼ
ら
し
い
家
で
あ

っ
た
。
ビ
レ
ラ
は
民
衆
に
関
心
を
持
た
せ
る
た
め
、
古
い
縫
い

合
わ
せ
の
掛
蒲
団
を
蘆
の
壁
に
か
け

て
飾
り
、
紙
で
作

っ
た
十
字
架
を
結
び
付
け

た
。
彼
は
古
い
マ
ン
ト
を
着
て
大
学
を
卒
業
し
た
し
る
し
の
赤
い
帽
子
を
被
り
、

祈
祷
書
と
墨
筆
、
紙
を
載
せ
た
小
さ
な
台
の
前
に
坐
る
。
日
本
人
の
イ
ル
マ
ン

・

ロ
レ
ン
ソ

男
5

い
鋤霞
魯
Oo
は
大
き
な
ロ
ザ
リ
オ
を
持

っ
て
片
側
に
、

一
方
に
は

同
宿
た
ち
が
坐

っ
て
形
を
整
え
た
。

こ
の
珍
ら
し
い
様
子
と
ま
だ
聞
い
た
こ
と
も

な
い
教
に
、
大
勢
の
人
が
押
し
寄
せ
た
。

「真
先
に
坐
席
を
取
ろ
う
と
我
も
我
も

と
入
っ
て
来
る
人
々
に
は
そ
れ
ぞ
れ

の
理
由
が
あ
る
」
と
フ
ロ
イ
ス
は
次
の
四
点

を
挙
げ
て
い
る
。

一
は
宣
教
師
が
普
通
の
人
と
違

っ
た
姿
を
し
て
い
る
と
確
信
し

て
見
に
来
た
に
す
ぎ
な
い
。
ご
は
好
奇
心
か
ら
イ
ン
ド
や
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
こ
と
や

習
慣
を
尋
ね
に
来
た
。
三
は
こ
の
新
し
い
教
を
攻
撃

に
、
四
は
宣
教
師
を
嘲
り
辱

し
め
る
た
め
で
あ
る

(註
8
)。
始
め
て
見
る
異
邦
人

へ
の
民
衆

の
反
応
は
好
奇
心

と
嘲
笑
で
あ

っ
た
。
ビ
レ
ラ
が
将
軍
足
利
義
輝
を
訪
問
す
る
時
、
日
本
の
着
物
の

上
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
羅
紗
で
で
き
て

い
る
非
常
に
糸
目
も
あ
ら
わ
な
マ
ン
ト
を
着

て
、
赤
い
帽
子
を
被
り
、

一
冊
の
本
を
持
ち
、

ロ
レ
ン
ソ
は
黒
い
木
綿

の
道
服
を

着
た
。
人
々
が
こ
の
姿
に
驚
ろ
き
騒
ぐ
光
景
を
、

フ
ロ
イ
ス
は
次
の
よ
う
に
描

い

て
い
る
。

「子
供
た
ち
は
往
来
に
出
て
来
て
大
声
に
ど
な

っ
た
り
叫
ん
だ
り
し
な

が
ら
ば
あ
で
れ
の
後
に
つ
い
て
行

っ
た
。
男
た
ち
は
戸
口
に
立

っ
て
お
り
、
女
た

ち
は
窓
に
出
て
い
た
L
。
将
軍
の
居
処
妙
覚
寺
で
は
召
使
た
ち
の
「
あ
る
者
は
ば
あ

で
れ
の
眼
の
中
に
指
を
入
れ
そ
う
に
し
た
り
、
あ
る
者
は
手
を
拍
い
て
大
笑
し
な

が
ら
頭
を
ふ
り
、
あ
る
者
は
ば
あ
で
れ
を

一
目
見
て
呆
れ
た
よ
う
な
様
子
を
し
、

後
か
ら
前
か
ら
ば
あ
で
れ
を
見
る
た
め
に
そ
の
周
囲
を
ぐ
る
ぐ
る
廻
り
歩
き
、
ぱ

あ
で
れ
の
周
囲
に
押
し
寄
せ
た
」
(註
9
)。
河
内

の
キ
リ
シ
タ
ン
、
サ
ン
チ

ョ
(
三

箇
伯
耆
守
頼
照
)
が
ビ
レ
ラ
に
始
め
て
会

っ
た
時
の
事
を

「そ
の
言
葉
も
、
衣
裳

も
、
服
装
も
、
起
居
振
舞
い
も
、
我
々
が
初
め
の
う
ち
見
た
時
は
、
嘲
笑
い
、
嬲

り
、
愚
弄
す
る
た
め
の
種
を
与
え
る
以
上
何
の
役
に
も
た
た
な
い
ほ
ど
、
我
々
の

目
に
は
滑
稽
だ

っ
た
の
で
す

(註
10
)」
と
回
想
し
て
い
る
よ
う
に
、
廟
笑
す
る
ば

か
り
で
あ

っ
た
。
異
邦
人
の
異
様
な
姿
が
民
衆
の
嘲
笑
的
好
奇
心
を
か
り
た
て
る

が
、

一
方
に
は
こ
の
異
質
な
も
の
へ
の
拒
否
反
応
が
激
し
い
。
宗
敵
の
仏
教
徒
か

ら
の
圧
迫
も
強
か

っ
た
。
宣
教
師
の
家
に
は
悪
童
が
土
や
馬
糞
を
投
げ
、
夜
は
大

人
た
ち
の
投
石
が
絶
え
な
か

っ
た
。
四
条
烏
丸
の
家
の
周
囲
の
住
民
が
家
主
の
酒

屋
に
不
買
運
動
を
起
し
た
よ
う
に
、
宣
教
師
の
立
ち
退
き
を
迫
る
の
で
、
彼
等
は

転
々
と
家
を
移
ら
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
大
き
な
黒
い
マ
ン
ト
を
肩
に
か
け
た
宣

教
師
は

「
天
狗
」

「狐
」
と
云
わ
れ
、
肉
食
の
習
慣
か
ら
人
間
を
喰
う
と
の
悪
評

も
た
ち
、
人
々
は
宣
教
師
を
殺
す
か
追
放
す
る
事
を
望
ん
だ
(註
11
)。

こ
の
よ
う

な
反
応
は
都
だ
け
で
な
く
、
宣
教
師
を
始
め
て
見
る
各
地
に
共
通
の
感
情
で
あ

っ

た
。
六
四

(永
禄
七
)

年
に
宣
教
師
ジ

ョ
ワ
ン
ニ
・
バ

ッ
テ
ィ
ス
タ

Ω
δ
<
き
巳

bd
鋤三
ω$

の
豊
後
か
ら
の
通
信
は

「我
々
が
人
間
を
食
べ
る
と
い
う
説
が
言
い
ふ

ら
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
ゆ
え
、
彼
等
は
い
つ
で
も
我
々
に
対
し
て
不
快
な
感
じ
や

(122)
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毛
嫌
い
を
も

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
我
々
は
街
で
も
道
で
も
悩
ま
さ
れ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
何
し
ろ
ご
く
小
さ
な
子
供
た
ち
で
さ
え
も
我
々
を
馬
鹿
に

し
て
、
後
ろ
か
ら
侮
辱
す
る
よ
う
な
言
葉
を
叫
び
ま
す
。
時
々
彼
等
は
夜
我
々
に

石
を
投
げ
、
別
の
時
に
は
、
気
が

つ
い
て
み
る
と
、
彼
等
が
我
々
の
家
を
焼
き
払

お
う
と
し
た
火
箭
が
屋
根
の
上
に
あ
り
ま
し
た
L

(註
12
)
と
述
べ
て
い
る
。
八

一

(天
正
九
)
年
の
フ
ロ
イ
ス
北
国
伝
道
の
際
、
長
浜
で
は

「
予
が
町
の
入
口
に
着

く
や
、
こ
の
地
全
体
が
騒
ぎ
、
同
伴
者
の
言
ふ
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
三
、
四
千
人

予
の
後
に
随
ひ
或
は
前
を
歩
い
て
、
大
き
な
声
を
発
し
、
ま
た
我
等
の
服
装
を
嘲

笑
し
、
ま
た
罵
詈
す
る
者
も
あ
り
」

(註
13
)
と
い
う
状
況
で
あ

っ
て
、
越
前

へ
入

っ
て
か
ら
も
同
様
で
あ
る
。
布
教
の
歳
月
を
経
て
も
、
始
め
て
宣
教
師
に
接
し
た

地
方
で
は
、

こ
の
よ
う
な
初
期
的
反

応
が
示
さ
れ
る
。

民
衆
の
最
初
の
拒
否
反
応
に
耐
え
な
が
ら
伝
道
活
動
に
入
る
宣
教
師
は
、
ま
ず

支
配
者
を
訪
問
し
て
布
教
許
可
を
得
る
の
で
あ
る
。
外
来
宗
教
の
キ
リ
ス
ト
教
に

と
っ
て
、
主
権
者
の
布
教
許
可
が
第

一
の
条
件
で
あ
る
が
、
イ
ル
マ
ン

・
ジ

ョ
ン

・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ

ス
甘
畧

男
Φ篝
鋤巳

①N
の

「
こ
の
国
の
領
主
達
は
皆
臣
民
を
遇

す
る
こ
と
甚
だ
し
き
が
ゆ
え
に
、
臣

民
は
全
く
領
主
次
第
に
て
」
(註
14
)
と
い
う

見
解
が
示
す
よ
う
に
、
民
衆
の
拒
否

反
応
に
出
会

っ
た
宣
教
師
は
、
上
か
ら
下

へ

の
有
効
な
布
教
手
段
を
選
ぶ
の
で
あ

る
。
訪
問
の
際
に
は
南
蛮
の
珍
ら
し
い
品
々

を
贈
る
。
サ
ビ

エ
ル
が
山
口
の
大
内
義
隆
に
人
々
の
ま
だ
見
た
こ
と
も
な
い
品
を

贈

っ
て
布
教
の
許
可
を
得
た
よ
う
に
、
贈
物
は
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
大
内

義
隆
に
時
計
、
燧
石
銃
、
硝
子
器
、

鏡
、
眼
鏡
、
聖
書
等
、
大
友
義
鎮
に
武
器
、

武
具
、
大
村
純
忠
に
十
字
架
付
金
扇
、
鍍
金
の
寝
台
、
絹
の
敷
布
団
、
掛
布
団
、

天
鵞
絨
の
枕
、
精
巧
な
席
、
織
物
、

ロ
ザ
リ
オ
、
足
利
義
輝
に
砂
時
計
、
鏡
、
黒

い
帽
子
、
麝
香
、
竹
、
足
利
義
昭
に
硝
子
器
、
絹
、
孔
雀
の
尾
、
織
田
信
長
に
鏡
、

孔
雀
の
尾
、
黒
天
鵞
絨
の
帽
子
、
籐
の
杖
、
天
鵞
絨
の
椅
子
、
鍍
金
の
燭
台
、
緋

天
鵞
絨
、
切
籠
硝
子
、
シ
ャ
ツ
、
セ
イ
ラ
の
シ
ロ
ウ
ラ
、
紅
色
の
上
履
、
金
平
糖

入
り
の
硝
子
器
、
蝋
燭
、
紅
紙
、
柴
田
勝
家
に
オ
リ
ー
ブ
の
実
、
豊
臣
秀
吉
に
糖

果
、
葡
萄
酒
、
徳
川
実
康
に
時
計
な
ど
が
贈
ら
れ
て
い
る
。
贈
物
に
は
印
度
地
方

の
も
の
も
あ
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
珍
奇
な
品
々
を
支
配
者
た
ち
は
喜
ん
だ
。

フ

ロ
イ
ス
が

「彼
等
が
珍
重
す
る
好
き
物
」
と
、
巡
察
使
ア
レ
ッ
サ
ン
ド

ロ
・
バ
リ

ニ
ャ
ー
ノ
諺
δ
×
穹
山
O
Ho
<
9切
αq蠧
ゆ
o
に
報
告
し
た
ヨ
:

ロ
ッ
パ
品
は
、
ポ
ル
ト

ガ
ル

の
帽
子
に
琥
珀
又
は
天
鵞
絨

の
裏

の
あ
る
も
の
、

砂
時
計
、

硝
子
器
、

眼

鏡
、
製
革
、
天
鵞
絨
又
は
グ
ラ
ン
の
財
布
、
刺
繍
の
あ
る
上
等
の
手
巾
、
瓶
の
金

米
糖
、
上
等
な
砂
糖
漬
、
蜂
蜜
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
羅
紗
の
ヵ

ッ
パ
、
壺
の
砂
糖
菓

子
、
壷
の
小
菓
子
、
フ
ラ
ン
ド
ル
の
羅
紗
、
山
羊
革
、
毛
氈
、
聖
宝
匣
、
珠
数
、

キ
リ
ス
ト

・
聖
母

・
諸
聖
の
画
像
な
ど
で
あ
る

(註
15
)。
信
長
は
バ
リ

ニ
ャ
ー
ノ

か
ら
贈
ら
れ
た
金
の
錦
を
施
し
た
天
鵞
絨
の
椅
子
を
、
天
正
九
年
二
月
二
十
八
日

の
調
馬
の
行
列
に
加
え
、
彼
の
前
に
高
く
捧
げ
て
威
勢
を
示
し
た
の
で
、
諸
国
か

ら
集
ま

っ
た
見
物
人
に
評
判
と
な

っ
た

(註
16
)
。
贈
物
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
品
流
入
の

一
ル
ー
ト
で
あ
り
、
上
層
階
級
に
異
国
趣
味
を
醸
成
す
る
。

粗
末
な
服
装
で
伝
道
を
始
め
た
サ
ビ

エ
ル
は
投
石
や
悪
ロ
に
悩
ま
さ
れ
る
が
、

大
内
義
隆
に
見
せ
た
金
襴
の
祭
服
姿
は
、
神
々
の
生
き
写
し
の
よ
う
だ
と
感
嘆
さ

れ
た

(註
17
)。

こ
の
経
験
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
日
本
人
は
外
見
に
よ

っ
て
人
を
評

価
す
る
と
見
て
い
る
。
そ
の
後
の
宣
教
師
た
ち
も
同
じ
思
考
に
立
ち
、
支
配
者
接

('123)
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近

の
布
教
手
段
に
は
立
派
な
服
装
を
必
要
と
考
え
、
貴
人
訪
問
の
服
装
に
威
儀
を

整
え
る
。
ビ
レ
ラ
が
将
軍
義
輝
を

一
五
六
五

(永
祿
八
)
年
の
正
月
祝
に
訪
問
し

た
時
、
彼
は
シ

ェ
メ
ロ
テ

O
訂
ヨ
巴
o↓。
で
作

っ
た
ロ
バ

目
o
げ
鋤、
古
く
は
あ
る
が

オ
ル
ム
ス
製
の
鍛
子
を
入
れ
た
大

マ
ン
ト

℃
三
丘
巴
⑦
を
着
て
帽
子

bU
霞
①
陣
①
を

被
り
、
同
行
の
フ
ロ
イ
ス
は
マ
ン
ト

O
⇔鴇

と
修
道
服

国
毒
Φ鐙

を
着
用
、
権
威

あ
る
人
々
の
用
い
る
撚

っ
た
絹
製
の
上
靴
を
穿
い
て
輿

に
乗

っ
た

(註
18
)。
こ
の

豪
華
な
服
装
に
つ
い
て
フ
ロ
イ
ス
は

「
日
本
人
は
外
形
整
え
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
人

を
崇
敬
せ
ざ
る
が
故
に
、
パ
ー
ド
レ
は
此
際
平
常
の
如
く
し
て
は
宮
廷
に
入
る
を

許
さ
れ
ず
。
主
の
栄
光
と
キ
リ
シ
タ

ン
の
幸
福
の
為
め
盛
装
す
る
必
要
あ
り
き
」

(註
19
)
と
説
明
し
て
い
る
。
宣
教
師

の
贅
沢
な
服
装
は
七
〇

(元
亀

一
)
年
に
来

日
し
た
布
教
長

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
カ
ブ
ラ
ル

閏
騫
昌
。陣ω8

0
9訂
巴

か
ら
攻
撃
さ

れ
、
イ

エ
ズ
ス
会
に
と

っ
て
重
要
な
問
題
(註
20
)
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
布
教
初

期
か
ら
伝
道
に
従
事
し
た
宣
教
師
の
多
く
が
カ
ブ
ラ
ル
の
主
張
に
反
対
し
た
よ
う

に
、
フ
ロ
イ
ス
も

「
こ
の
外
見
の
贅
沢
は
異
教
徒
た
ち
が
ま
だ
司
祭
と
い
う
も
の

の
真
価
や
キ
リ
シ
タ
ン
の
教
に
つ
い
て
何
の
知
識
も
も

っ
て
い
な
か
っ
た
初
期
に

は
、
少
く
と
も
キ
リ
シ
タ
ン
の
信
望
を
高
め
る
た
め
の
助
け
と
な

っ
た
」
(註
21
)

と
い
う
弁
明
を
付
け
加
え
た
。
立
派
な
服
装
と
贈
物
は
上
層
社
会
に
庶
民
と
異
る

反
応
を
起
さ
せ
、、
そ
れ
は
ま
た
民
衆

の
拒
否
反
応
を
消
滅
さ
せ
る
の
に
も
役
立

っ

た
の
で
あ
る
。
ビ
レ
ラ
の
将
軍
訪
問
後
間
も
な
く
、
義
輝
は
松
永
久
秀
ら
に
殺
さ

れ
、
織
田
信
長
が
義
輝
の
弟
義
昭
を
擁
し
て
、
六
八

(永
禄

一
一
)
年
に
入
京
し

た
。
そ
の
間
堺
に
滞
在
し
て
機
を
待

っ
て
い
た
フ
ロ
イ
ス
は
、
信
長
の
重
臣
和
田

惟
政
の
斡
旋
で
、
六
九

个
水
禄

一
ご
)
年
に
信
長
と
将
軍
義
昭
を
訪
問
し
て
、
布

教
の
公
許
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

フ
ロ
イ
ス
は
信
長
に
厚
遇
さ
れ
、
そ
の
滞
京

中
五
回
の
訪
問
を
行
い
、
種
々
の
贈
物
を
贈

っ
て
い
る
。
信
長
は
岐
阜
に
帰
国
す

る
前
日

(永
祿
十
二
年
四
月
二
十
日
)
、
日
本
の
習
慣
に
よ
っ
て
、
暇
請
の
挨
拶
に

訪
れ
た
フ
ロ
イ
ス
に
祭
服
を
着
用
さ
せ
、
み
ご
と
で
目
も
あ
や
な
印
象
を
与
え
る

と
云
っ
て
そ
の
形
を
ほ
め
た
。
こ
れ
は
フ
ロ
イ
ス
が
将
軍
義
昭
を
訪
問
し
た
時
に

用
い
た
オ
ル
ム
ズ
製
の
錦
繍
の
マ
ン
ト
と
黒
頭
巾
で
あ
る
。
ま
だ

一
度
も
見
た
こ

と
も
な
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
緞
子
の
衣
服
を
見
せ
て
ほ
し
い
と
、
信
長
が
頼
ん
で
持

参
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
当
日
は
出
発
前
の
多
忙
な
夜
で
あ

っ
た
の
で
、

フ
ロ
イ

ス
は
再
び
都

へ
帰
る
日
ま
で
保
存
し
て
お
く
と
云

っ
た
が
、
信
長
は
そ
の
着
用
を

懇
望
し
た
。
外
の
客
室
に
は
所
用
の
者
が
大
勢
待

っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

信
長
は
ゆ

っ
く
り
そ
れ
を
眺
め
て
感
嘆
し
、
贈
物
の
蝋
燭
を
と
も
し
て
、
フ
ロ
イ

ス
を
引
き
留
め
た
(註
22
)。

信
長
が
こ
の
よ
う
に
南
蛮
も
の
を
好
ん
だ
の
で
、
貴

人
や
市
民
た
ち
は
信
長
の
朱
印
状
を
得
る
た
め
に
南
蛮
の
品
々
を
贈
り
、
ヨ
ー

ロ

ッ
パ
の
衣
服
、
緋
の
合
羽
、
羽
飾
り
の
つ
い
た
天
鵞
絨
の
帽
子
、
聖
母
の
像
が
つ

い
た
金
メ
ダ
ル
、

コ
ル
ド
バ

の
革
製
品
、

時
計
、

き
わ
め
て
高
価
な
毛
皮
の
外

套
、
た
い
そ
う
高
価
な
ヴ

ェ
ネ
チ
ャ
製
の
ク
リ
ス
タ
ル
ガ
ラ
ス
器
、
緞
子
生
地
な

ど
が
、
多
数
の
大
き
な
櫃
に
い

っ
ぱ
い
つ
ま

っ
て
い
た
。
フ
ロ
イ
ス
は

「
こ
の
よ

う
な
遠
隔
の
地
方
の
ど
こ
か
ら
こ
れ
ほ
ど
た
く
さ
ん
の
品
が
来
る
の

で

あ

ろ

う

か
。
ま
た
日
本
人
が
そ
れ
を
ど
こ
で
買
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
か
も
わ
か
ら
ず
に

い
ず
れ
劣
ら
ず
に
驚
く
ば
か
り
で
あ

っ
た
」

(
「
日
本
史
」
八
十
六
章
)
と
述
べ

て
い
る
。
ポ

ル
ト
ガ
ル
貿
易
品
は
信
長
の
所

へ
、
贈
物
と
し
て
集
ま

っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
信
長
も
南
蛮
も
の
を
贈
物
に
用
い
、
永
祿
十
三
年
に

「是
は
四
年
さ
き

(.124)
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公
方
莢
陽
院

(義
昭
)
殿
、
都

へ
御
供
仕
り
、
征
夷
将
軍
に
備

へ
奉
り
た
る
弓
矢

に
、
縁
起

の
よ
き
笠
に
て
候
」

(「
甲
陽
軍
鑑
」
巻
第
十

一
之
上
品
第
卅
六

従
二

信
長
一使
者
音
物
之
事
L
と
猩
々
緋

の
笠
(ω○旨P一》『①村○
)
を
武
田
信
玄
に
贈

っ
た
。

こ
れ
は
信
長
が
用
い
た
南
蛮
笠
で
あ

る
が
、

「信
長
公
記
」
巻
十
四
に
も
、
天
正

九
年
正
月
八
日
、
安
土
城
爆
竹
の
行
事
に
、
黒
い
南
蛮
笠
を
か
ぶ

っ
た
事
が
記
さ

れ
て
い
る
。
戦
乱
に
荒
廃
し
た
京
都

の
教
会
堂
は
改
築
さ
れ
て
三
階
建
て
の
壮
麗

な
構
え
が
聳
え
、
安
土
に
も
信
長
か
ら
与
え
ら
れ
た
土
地
に
三
階
の
住
院
、

セ
ミ

ナ
リ
オ
、
聖
堂
が
建
ち
、
信
長
の
南
蛮
趣
味
を
大
い
に
満
足
さ
せ
た
。
イ

エ
ズ
ス

会
に
と

っ
て
も
、
最
盛
期
で
あ

っ
た
。
信
長
の
キ
リ
ス
ト
教
保
護
政
策
は
仏
教
弾

圧
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
中
世
的
権
威
の
否
定
が
外
来
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
文

明
に
心
情
的
に
傾
斜
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
信
長
の
斃
れ
た
後
、
天
下
人
と
な

っ
た

秀
吉
に
も
南
蛮
趣
味
は
継
承
さ
れ
た
。
副
管
区
長
ガ
ス
パ

ル
・
コ
エ
リ

ュ
O
器
b
鎚

O
oΦ
臣
o
が

一
五
八
六

(天
正

一
四
)

年
に
大
坂
城
の
秀
吉
を
訪
問
し
た
時
、

秀

吉
が
自
ら
案
内
し
た
天
主
閣
の
各
層

に
は
金
銀
財
宝
が
満
ち
て
い
た
。
そ
の

一
室

に
新
し
い
緋
の
外
套
が
十
ま
た
は
十
二
枚
も
絹
の
紐
で
吊
さ
れ
、
立
派
な
織
物
に

金
の
刺
繍
を
し
た
蒲
団
の
掛
け
て
あ
る
非
常
に
高
価
な
寝
台
が
二
つ
あ

っ
た

(註

23
)
。

ま
た
城
中
の
婦
人
は
キ
リ
シ
タ
ン
の
聖
徒
の
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
ほ
ど
南

蛮
好
み
で
あ
る

(註
24
)。
九
〇

(天
正

一
八
)
年
に
帰
国
し
た
遣
欧
少
年
使
節

一

行
が
、
翌
年

一
月
二
十
三
日
に
入
洛

し
た
時
、
南
蛮
情
緒
が
都
に
展
開
さ
れ
た
。

一
行
を
引
率
す
る
巡
察
師
ア
レ
ッ
サ

ン
ド
ロ
・
バ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
宣
教
師
追
放
令

に
抵
触
す
る
の
を
避
け
て
印
度
副
王
使
節
の
名
目
で
入
京
し
た
。
外
交
使
節
の
威

儀
を
強
調
す
る
た
め
、
盛
装
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
商
人
十
三
名
を
、
使
節
の
従
者
と
し

て

一
行
に
加
え
た
。
京
都
の
人
々
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
商
人
に
つ
い
て
は
、
長
崎
に
赴

い
た
貿
易
商
の
情
報
を
知
る
だ
け
で
あ

っ
た
の
で
、
始
め
て
そ
の
姿
に
接
し

「
口

に
指
を
さ
し
入
れ
て
」
呆
然
と
眺
め
、
そ
の
華
麗
な
服
装
に

「天
よ
り
来
れ
る
ホ

ト
ケ
な
ら
ん
」
と
驚
嘆
し
た
(註
%
)
。
秀
吉
の
謁
見
式
は
三
月
三
日
に
聚
楽
第
で
行

わ
れ
、

ロ
ー
マ
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
オ
十
三
世
か
ら
贈
ら
れ
た
黒
天
鵞
絨
に
黄
金
の
縁

飾
り
の
あ
る
衣
服
を
着
た
四
人
の
使
節
を
接
見
し
た
。
秀
吉
も
ポ
ル
ト
ガ
ル
商
人

の
美
装
に
驚
ろ
き

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
々
に
比
ぶ
れ
ば
日
本
人
は
乞
食
の
如
し
。

然
く
遠
方
よ
り
来
り
て
尚
華
や
か
に
し
て
美
し
き
服
装
を
な
す
と
は
驚
く
べ
き
こ

と
な
り
」
と
云

っ
た
事
が
、

フ
ロ
イ
ス
に
よ

っ
て
伝
え
ら
れ
て
い
る

(註
26
)。
こ

の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
華
や
か
な
服
装
の
評
判
が
高
ま
り
、
京
都
に
ポ

ル
ト
ガ

ル
風

の
流
行
が
お
こ
っ
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
衣
服
や
服
飾
品
を
持
た
な
け
れ
ば

一
人
前

で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
、
多
く
の
諸
侯
は
ヵ
ッ
パ
、
頭
巾
、
カ
ミ
ー
ザ

・
ダ

ワ
ノ
、

、
カ
ル
サ
ン
、
無
縁
帽
子
な
ど
種
々
の
装
身
具
を
集
め
、
信
者
用
の
聖
宝
匣
、

コ

ン
タ
ス
や
ロ
ザ
リ
オ
ま
で
も
装
身
具
に
用
い
た
。
フ
ロ
イ
ス
は

「か
く
し
て
こ
の

〔
ポ
ル
ト
ガ
ル
〕
風
は
大
い
に
流
行
し
た
る
が
、
そ
は
蓋
し
奇
異
な
る
こ
と
な
り
」

(註
27
)
と
し
て
い
る
。
し
か
し
京
都
で
は
既
に
宣
教
師
に
よ

っ
て
そ
の
基
盤
が
培

わ
れ
、
京

・
堺
の
商
人
が
輸
入
す
る
貿
易
晶
か
ら
も
、
上
層
社
会
の
異
国
趣
味
は

横
溢
し
て
い
た
。
し
か
も
京
都
の
人
々
に
は
こ
の
時
始
め
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
商
人
の

盛
装
を
実
見
し
、
そ
の
美
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
た
の
が
刺
激
点
と
な

っ
て
、
こ
の
よ

う
な
流
行
現
象
を
お
こ
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
秀
吉
は
朝
鮮
出
兵
の
た
め
、
肥

前
名
護
屋
城
を
築
い
て
出
陣
し
た
コ
秀
吉
は
天
正
二
十
年
四
月
か
ら
翌
年
八
月
ま

で
こ
こ
に
滞
在
す
る
。
名
護
屋
は
長
崎
に
近
く
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
甲
比
丹
の
来
訪

(1.25

 

丶
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が
あ
り
、
諸
侯
は
長
崎
を
訪
れ
た
。

こ
の
往
来
の
間
に
ポ

ル
ト
ガ

ル
風
は
ま
す
ま

す
流
行
し
た
。
諸
侯
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
か
ら
衣
服
を
買

い
求
め
、
ま
た
は
長
崎
で

作
ら
せ
、

ロ
ザ
リ
オ
、
聖
宝
匣
な
ど

を
頸
に
か
け
た
。

フ
ロ
イ
ス
の
報
告
に
よ
る

と

「太
閤
様
が
〔
大
政
所
の
病
気
を
省
す
る
た
め
〕名
護
屋
よ
り
ミ
ヤ
コ
に
赴
き
た

る
と
き
、
名
護
屋

〔
に
あ
る
〕
諸
士
及
び
そ
の
宮
臣
は
我
国
の
風
俗
を
な
し
て
太

閤
に
随
ひ
ミ
ヤ
コ
へ
行
き
た
り
、
長
崎
の
裁
縫
師
は
皆
閑
暇
な
く
多
忙
に
し
て
、

こ
れ
ま
た
ミ
ヤ
コ
に
随
伴
せ
り
。
現
今
彼
等
の
問
に
現
珀
球
、
金
の
鎖
、
ボ
タ
ン

等
も
流
行
す
。
我
等
の
食
物
は
彼
等

の
大
い
に
嗜
好
す
る
と
こ
ろ
な
り
。
現
今
ま

で
日
本
人
の
甚
だ
嫌
悪
せ
し
鶏
卵

・
牛
肉
の
食
品
は
殊
に
然
り
。
太
閤
様
自
身
こ

れ
等
の
食
物
を
甚
だ
嗜
好
す
る
に
至
れ
り
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
種
々
の
物
品
の
彼

等
の
間
に
名
声
を
有
す
る
は
大
い
に
驚
嘆
す
べ
し
」
と
あ
る
。
秀
吉
と
秀
次
が
ポ

ル
ト
ガ
ル
服
を
着
用
し
た
こ
と
を
他

の
宣
教
師
た
ち
も
記
し
て
お
り
、

一
五
九
四

(文
禄
三
)
年
の

ニ
ェ
ッ
キ
ー

・
オ

ル
ガ
ン
チ

ニ
Ω
昌
①
09

0
円σq
き
訟
巳

の
書
翰

に
は

「
国
王

・
新
関
白
は
ポ
ル
ト
ガ

ル
人
の
服
を
着
て
い
る
の
で
、
そ
れ
が
日
本

人
で
あ
る
か
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
で
あ
る
か
を
見
分
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
述

べ
て
い
る
。
日
本
の
史
料
で
は
、
秀
吉
、
秀
次
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
服
着
用
に
ふ
れ
て

い
な
い
が
、
諸
侯
間
に
合
羽
や
南
蛮
笠
等
の
贈
答
が
行
わ
れ
て
い
る
。
文
祿
三
年

六
月
二
十
八
日
に
秀
吉
の
催
し
た
変
装
の
茶
会
に

「出
立
は
あ
ら
ま
ほ
し
き
広
袖

の
ゆ
か
た
、
繻
子
の
か
る
さ
ん
、
南
蛮
頭
巾
を
か
ぶ

っ
て
」
(小
瀬
甫
庵
「
太
閤
記
」

巻
十
五
)
と
い
う
茶
屋
の
亭
主
に
扮

し
た
者
の
着
用
例
が
見
ら
れ
る
が
、
仮
装
と

い
う
特
殊
な
場
合
で
あ
る
。
現
代
に
伝
わ
る
遣
品
に
は
、
南
蛮
具
足
、
南
蛮
鞍
、

鉄
砲
、
南
蛮
笠
、
ギ
ヤ
マ
ン
、
時
計
、
う
ん
す
ん
カ
ル
タ
、

ロ
ー
マ
字
印
章
、
地

球
儀
、
教
会
暦
、
ロ
ザ
リ
オ
、
十
字
架
、
メ
ダ
イ
、
法
衣
、
幡
、
指
輪
、
南
蛮
模
様

器
物
、
織
物
、
絵
画
、
彫
刻
、
出
版
物
等
が
あ
り
、
当
時
の
流
行
を
示
し
て
い
る
。

そ
れ
は
ま
た
南
蛮
屏
風
、
洛
中
洛
外
図
屏
風
、
そ
の
他
の
風
俗
図
屏
風
に
描
出
さ

れ
た
世
界
で
あ
る
。
豊
国
祭
図
屏
風
の
中
に
仮
装
南
蛮
人
が
描
か
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
祭
に
踊
り
狂
う
民
衆
の
姿
で
あ
る
。
歌
舞
伎
草
子
に
は
女
歌
舞
伎
が
十

字

架
を
下
げ
て
舞
台
で
踊
り
、
四
条
河
原
図
屏
風
に
描
く
犬
に
輪
を
く
ぐ
ら
せ
る
香

具
師
は
南
蛮
服
装
で
あ
る
。
南
蛮
趣
味
は
上
層
武
家
階
級
か
ら
庶
民
層

へ
拡
大
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
伝
播
は
上
か
ら
下

へ
の
垂
直
形
態
で
あ
る
。
し
か
し

こ
れ
は
首
都
京
都
で
の
伝
播
形
態
で
あ

っ
て
、
長
崎
で
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
及
び
キ

リ
シ
タ
ン
の
周
辺
か
ら
外
延
的
に
拡
大
す
る
水
平
形
態
で
あ
る
。南
蛮
様
流
行
は
、

外
来
風
俗
の
流
入
港
で
あ
る
長
崎
と
首
都
京
都
と
の
二
つ
の
核
を
も
ち
、
そ
の
各

々
の
伝
播
形
態
は
異

っ
て
い
た
。
そ
れ
は
両
都
市
の
性
格
が
違
う
か
ら
で
あ
る
。

註

(1
)

一
五
七

一
年

二
月

四
日
付
、

日
本
よ
り
の
帰
途
パ

…
ド
レ

・
ガ

ス
パ

ル

・
ビ

レ
ラ
が

コ
チ

ン
よ
り
ポ

ル
ト
ガ

ル
船

に
在

る
耶
蘇
会

の
パ

ー
ド
レ
お
よ
び
イ

ル

マ

,

ン
等
に
贈
り
し
書
翰

「
イ

エ
ズ

ス
会
士
日
本
通
信
」

(
2
)

一
五
八

二
年

二
月
十
五
日
付
、

長
崎
発
、
パ

ー
ド
レ

・
ガ
ス
パ

ル

・
ク

エ
リ

ヨ

よ

り
イ

エ
ズ

ス
会
総
長

に
贈
り
た
る
も

の

「
イ

エ
ズ

ス
会

日
本
年
報
」
新
異
国
叢

書

以
下
同
じ

(
3
)

一
五

八

一
年

五
月
十
九

日
付
、
北
庄
発
、
パ

ー
ド

レ

.
ル
イ

ス

.
フ

ロ
イ
ス
よ

り
日
本
在
留

の
他

の
パ

ー
ド
レ
に
贈

り
し
書
翰

「
イ

エ
ズ

ス
会

日
本
年
報
」

(4
)

一
五
八
四
年
九
月
十

七
日
付
、
松
浦
法
印

よ
り

フ
ィ
リ

ッ
ピ

ン
総
督
宛
書
翰

村
上
直
次

郎

「貿
易

史
上
の
平
戸
」
附
録

(
5
)

一
五
八
八
年
三
月

一
日
媽
港
発
、

フ
ラ
イ

.
フ
ラ
ン
シ

ス

コ

.
マ
ン

リ

ッ

ケ

よ
り
イ

ス
パ

ニ
ヤ
国
王
宛

の
書
翰

岡
本
良
知

「十

六
世
紀

日
欧
交
通
史

の

研

(126)
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究
L

(
6
)

レ
オ

・
パ
ジ

ェ
ス

「
日
本
切
支

丹
宗
教

史
」

(
7
)

一
五
五
八
年

一
月
十
日
付
、
パ

ー
ド
レ

・
メ
ス
ト
レ

・
ベ
ル
シ

ョ
ー
ル

.
ヌ
ネ

ス
が

コ
チ

ン
よ
り
ポ

ル
ト
ガ

ル
の
耶
蘇
会

の
イ
ル

マ
ン
等

に
贈

り
し
書
翰

「
イ

エ

ズ
ス
会
士
日
本
通
信
」

(
8
)

ル
イ

ス
,・
フ

ロ
イ

ス

「
日
本
史
」
第

二
十
四
章

(
9
)

同
上
書

第

二
十

五
章

(
10
)

同
上
書

第
七
十
九
章

(
11
)

同

上
書

第

二
十
九
章

(
12
)

同

上
書

第
五
十
三
章

(
13
)

一
五

八

一
年
五
月
十
九

日
付
、
北
庄
発
、
パ

ー
ド

レ

・
ル
イ

ス

・
フ
ロ
イ

ス
よ

り
日
本
在
留

の
他

の
パ

ー
ド

レ
に
贈
り
し
書
翰

「
イ

エ
ズ

ス
会
日
本
年
報
」

(
14
)

一
五
六

五
年
九
月

二
十
三

日
付
、
平
戸
よ
り

シ
ナ
お
よ
び
イ

ン
ド
に
在

る
パ
ー

ド
レ
お
よ
び
イ

ル

マ
ン
等

に
贈
り
し
書
翰

「
イ

エ
ズ

ス
会
士
日
本
通
信
」

(
15
)

一
五
七
七
年
八
月
十

日
付
、
パ

ー
ド

レ

・
ル
イ

ス

・
フ
ロ
イ

ス
よ
り
ビ

シ
タ
ド

ー
ル
の
パ

ー
ド
レ

・
ア
レ

ッ
サ
ン
ド

ロ

・
バ
リ

ニ
ャ
ー
ノ
に
贈
り
し
書
翰

村
上
直
次
郎

「
耶
蘇
会
士
通
信
」

(16
)

一
五
八

二
年

二
月
十
五
日
付
、
長
崎
発
、
パ
ー
ド

レ

・
ガ

ス
パ

ル

・
ク

エ
リ

ヨ

よ
り
イ

エ
ズ

ス
会
総
会
長
に
贈

り
た
る
も

の

「
イ

エ
ズ

ス
会
日
本
年

報
」

(17
)

ル
イ

ス

・
フ
ロ
イ

ス

「
日
本
史
」
第

五
章

(18
)

同
上
書

第
五
十
七
章

(19
)

一
五
六
五
年
三
月
六
日
附
、

都
発
、

パ
ー
ド
レ

・
ル
イ

ス

・
フ
ロ
イ
ス
よ
り
パ

ー
ド

レ

・
フ
ラ

ン
シ
ス
コ

・
ペ
レ
ス
及
び
イ

ル
マ
ン
等

に
贈

り
し
書
翰

(20
)

松
田
毅
二

「
近
世
初
期
日
本
関
係

南

蛮
史
料

の
研

究
」

(21
)

ル
イ

ス

・
フ
ロ
イ

ス

「
日
本
史
」
第

五
十
七
章

(22
)

同
上
書

第
八
十
七
章

(23
)

一
五
八
六
年
十
月
十
七
日
付
、
下
関
発
、
パ
ー
ド
レ

・
ル
イ
ス

・
フ
ロ
イ
ス
よ

り
イ

ン
ド
管

区
長
パ
ー
ド
レ

・
ア
レ

ッ
サ

ン
ド

ロ

・
バ
リ

ニ
ャ
ー
ノ
に
贈

り
た
る

も

の

「
イ

エ
ズ

ス
会
年
報
」

(
24
)

凶
五

八
四
年
九
月
三

日
付
、
長
崎
発
、
パ

ー
ド

レ

・
ル
イ

ス

・
フ
ロ
イ

ス
よ
り

イ

エ
ズ

ス
会
総
会
長

に
贈
り
た
る
も

の

「
イ

エ
ズ

ス
会
日
本
年
報
」

(25
)

津
o
β

レ
℃
℃
胃
象
o
°・'
岡
本
良
知

「
十
六
世
紀

日
欧
交
通
史

の
研
究
」

(26
)

同
上
書

(27
)

同
上
書

南
蛮
風
俗
は
長
崎
と
京
都
に
流
行
世
界
を
現
出
し
た
が
、
着
用
の
面
で
こ
れ
ら

と
本
質
的
に
異
る
宗
教
服
が
あ
る
。
時
代
を
経
る
に
随

っ
て
、

こ
れ
に
も
流
行
的

要
素
が
加
わ
る
が
、
信
者
以
外
の
層
を
含
ま
な
い
純
粋
性
を
も
つ
。
十
字
架

・
ロ

ザ
リ
オ

・
メ
ダ
イ
は
宗
具
と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
伝
来
当
初
か
ら
身
に

つ
け

ら

れ

た
。
キ
リ
シ
タ
ン
と
な

っ
た
人
々
の
渇
望
す
る
装
身
具
で
あ

っ
た
。
宗
教
服
は
九

州
地
方
の
キ
リ
シ
タ
ン
が
、
か
な
り
早
い
時
期
か
ら
着
用
し
て
い
る
。

一
五
五
三

年
九
月
二
十
七
日

(妖
壁
訐
二
年
)
、

山
口
の
キ
リ
シ
タ
ン

・
ア
ン
ブ

ロ
シ
ョ
の
葬

儀
に
、
同
宿
ベ
ル
シ

ョ
ー
ル
は
白
衣
を
着
し
、
十
字
架
上
の
キ
リ
ス
ト
の
像
を
捧

げ
て
宣
教
師
の
後
に
随

っ
た

(註
-
)。
五
七
年
四
月
十

一
日

(脳
殆
三
畔
三
)
か
ら
の

豊
後
府
内
の
聖
週
、
復
活
祭
後
の
行
列
に
、
二
人
の
キ
リ
シ
タ
ン
は
白
衣
を
着
て

蝋
燭
を
持

っ
て
行
進
し
た

(註
2
)っ
六

一
年
四
月
三
日

(脉
櫞
畑
畔
三
)
府
内
の
教
会

の
聖
週
、
木
曜
日
の
ヂ
シ
ピ
リ
ナ
を
行

っ
た
キ
リ
シ
タ
ン
は
、
黒
服
を
着
け
、
顔

を
覆
ひ
、
荊
の
冠
を
つ
け
た
。
夜
の
キ
リ
ス
ト
像
を
持
つ
行
進
に
は
皆
白
衣
を
着

け
、
復
活
祭
に
は
玄
義
の
絵
を
持

つ
少
年
等
が
白
衣
を
着
て
、
薔
薇
そ
の
他
の
冠

を
か
ぶ

っ
た

(註
3
)
。
六
二

(永
祿
五
)
年
に
、
豊
後
国
王
大
友
義
鎮
を
府
内
の

住
院
に
饗
応
し
た
時
、
食
事
の
間
ビ
オ
ラ

≦

。ず
自
母
8

を
奏
し
た
キ
リ
シ
タ
ン
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硯究紀要 第1礫

少
年
等
は
、
皆
白
服
を
着
て
い
た

(註
4
)
。
以
後
こ
れ
と
同
じ
よ
う
に
聖
週
復
活

祭
、
葬
儀
の
白
衣

・
鞭
打

の
黒
衣

・
少
年
奏
楽
隊
の
白
衣
な
ど
の
祭
服
着
用
が
拡

ま
る
。
長
崎
キ
リ
シ
タ
ン
迫
害
時
代

に
ま
で
な
る
と
、
信
者
は
皆
宗
教
服
を
着
用

し
て
い
る
。

一
六

一
四

(慶
長

一
九
)
年
五
月
十
九
日
の
迫
害

へ
の
抗
議
デ

モ
、

聖
体
行
列
に
男
子
三
千
人
、

婦
人
二
千
人
が

参
加
し
た
。

パ
ー
ド
レ
、

イ
ル
マ

ン
、
同
宿
は
、
短
白
衣

。・。
げ
。℃
魯
N
、

ス
ト
ラ

Φω8
賦
、
カ
バ

8
嚏

の
聖
服
を

着
用
し
、
信
者
は
紅
色
の
服
、
児
童
は
紫
の
衣
裳
に
短
白
衣
で
小
天
使

の
い
で
た

ち
、
婦
人
は
白
帷
子
に
ベ
ロ

<
Φδ

を
か
ぶ

っ
た

(註
5
)。

こ
の
よ
う
な
儀
礼
服

の
ほ
か
、
個
人
的
な
服
飾
変
革
も
あ
ら
わ
れ
る
。
堺
の
日
比
屋
了
珪
デ
イ
オ
ゴ
の

弟
ビ
セ
ン
テ
は
十
三
才
の
時
洗
礼
を
受
け
た
。
豊
後
の
宣
教
師
を
訪
問
す
る
時
、

少
年
は
イ
エ
ズ
ス
会
の
習
慣
を
す
べ
て
身
に
付
け
よ
う
と
し
て
、
頭
髪
を
刈
り
、

絹
の
着
物
を
全
部
脱
ぎ
す
て
、
現
世
を
賤
し
む
べ
き
事
を
説
い
た
。
こ
の
事
を
記

録
し
た
フ
ロ
イ
ス
は
、
頭
髪
を
刈

っ
た
の
は
日
本
人
が
払
い
得
る
最
大
の
犠
牲
の

一
つ
で
あ
る
と
記
し
て
い
る

(「
日
本
史
」
第
三
十
五
章

一
五
六
二

〔
永
祿
五
〕

年
)
。

宗
教
的
感
動
に
支
え
ら
れ
る
大
決
断
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ

る
。
ま
た
キ
リ
シ
タ
ン
武
士
も
、
そ
の
宗
教
精
神
を
表
示
す
る
服
装
を
用
い
る
。

キ
リ
シ
タ
ン
大
名
大
村
純
忠
ド
ン

・
バ
ル
ト

ロ
メ
ウ
の
肩
衣
に
は
、
キ
リ
シ
タ
ン

・
デ
ザ
イ
ン
が
施
さ
れ
て
い
た
。
肩
衣
の
両
肩
の
紋
は
白
い
地
球
の
形
で
、
そ
の

中
央
に
緑
色
の

冒
饕
ω

の
字
を
置
き
、

そ
の
文
字
の
真
中
か
ら
、
罪
標
の
文
字

日
(Φω¢
ω)
乞

(雷
霞
魯
o)
菊

(①随)

匂

(鑑
毎
鋤)
"

ユ
デ
ア
人
の
王
ナ
ザ
レ
の
イ

エ
ズ
ス
ほ
が

つ
い
た

一
本
の
十
字
架
が
真
直
に
立
ち
.
地
球
の
周
囲
の
白
無
地
に

は
三
本
の
釘
が
よ
い
位
置
に
美
し
く
配
置
さ
れ
て
い
た
。
背
中
に
は
肩
の
紋
と
同

じ
形
の

審
ω昜

が
繍
で
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
頸
に
は

ロ
ザ
リ
オ
と
、
立
派
な
金
の

十
字
架
を
懸
け
て
い
る
。
こ
れ
は
六
三

个
水
祿
六
)
年
に
イ
ル
マ
ン

・
ル
イ
ス

・

デ

・
ア
ル
メ
イ
ダ

い
三
ω
飢
Φ
≧
日
Φ凱
鋤

が
訪
問
し
た
時
の
純
忠
の
服
装
で
あ

る
。
ア
ル
メ
イ
ダ
の
印
象
は

「
こ
の
君
ほ
ど
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
る
こ
と
に
誇
を
も

っ
て
い
る
人
を
見
た
こ
と
が
な
か

っ
た
」

(
フ
ロ
イ
ス

「
日
本
史
」
第
四
十
六
章

(註
6
))
と
い
う
も
の
で
、
キ
リ
シ
タ
ン
・
デ
ザ
イ
ン
は
最
上
の
効
果
を
あ
げ
て

い
る
。

秀
吉
が
根
来
攻
め
の
時
、

部
将

ジ

ョ
ウ
チ

ン
隆
佐

(小
西
行
長
の
父
)

は
、
白
緞
子
の
着
物
の
上
に
、
緋
絹
に
金
の
刺
繍
を
し
た
短
い
上
着
を
着
て
、
ビ

ロ
ー
ド
裏

の
猩
々
緋

の
帽
子
を
被

っ
て
い
た
。
キ
リ
シ
タ
ン
武
士
で
あ
る
た
め
、

南
蛮
服
を
誇
高
く
着
用
し
た
の
で
あ
ろ
う

(註
7
)。
七
八

(天
正
六
)
年
に
土
持

領
に
出
発
し
た
大
友
宗
麟
の
船
に
は
、
白
緞
子
に
赤
い
十
字
架
を
付
け
、
金
繍
を

施
し
た
旗
を
飜
し
、
武
士
た
ち
は
ロ
ザ
リ
オ
と
影
像
を
胸
に
か
け
て
い
る
(註
8
)
。

武
将
の
十
字
架
の
旗
、
胸
の
聖
宝
は
護
身
の
効
力
が
あ
る
と
信
じ
ら
れ
た
。
南
蛮

の
装
い
は
武
士
に
と

っ
て
特
別
な
意
味
が
加
わ
り
、
キ
リ
シ
タ
ン
武
士
に
拡
ま

っ

た
の
で
あ
る
。

異
様
な

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
出
合

っ
て
嘲
笑
し
た
人
々
も
、
年
月
の
経
過
に
つ
れ

て
そ
の
姿
を
見
な
れ
て
く
る
。
そ
し
て
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
し
た
者
と
、
主
と
し

て
仏
教
的
立
場
か
ら
の
排
耶
グ
ル
ー
プ
と
の
二
極
に
分
化
し
、
最
大
多
数
の
中
間

層
も
だ
ん
だ
ん
と
南
蛮
風
俗
に
な
じ
ん
で
い

っ
た
。
宣
教
師
は
支
配
階
層
に
贈
物

を
擁
え
て
積
極
的
に
接
近
し
た
が
、
貧
民
に
は
慈
善
事
業
を
行

っ
て
侵
透
を
は
か

っ
た
。
病
院

・
癩
院

・
貧
救
院
を
設
け
、
捨
児
を
育
て
、
災
害
時
に
は
貧
民
を
救

済
す
る
。
殊

に
病
院
で
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
外
科
医
術

に
は
、
諸
国
か
ら
治
療
を
受
け

(128)



南蛮風俗の伝播形態

に
来
る
人
々
が
あ
ふ
れ
た
。
貧
困
層
は
慈
善
施
設
の
中
で
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
に

ふ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
処
々
に
十
字
架
が
立
ち
、
教
会

・
住
院

の
日
々
の
活
動

が
あ
る
。
宗
教
服
着
用
の
四
旬
節

・
復
活
祭

・
降
誕
祭

・
鞭
打
ち
な
ど
の
聖
行
列

は
、
戸
外
で
の
デ
モ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
も
あ

っ
た
。
多
数
の
見
物
人
が
あ
り
、

そ
の
ム
ー
ド
に
魅
せ
ら
れ
て
行
列
に
参
加
す
る
者
も
あ
る
。
公
開
さ
れ
る
宗
教
演

劇

に
は
多
数

の
観
衆
が
集
ま
る
。

一
五
六
九

(永
禄

一
二
)
年
の
大
村
の
降
誕
祭

演
劇
に
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
及
び
そ
の
他

の
人
々
が
二
千
人
に
も
及
ん
だ

(註
9
)。

ま
た
キ
リ
シ
タ
ン
葬
儀
の
厳
粛
な
行
列

は
、
改
宗
の
動
機
に
な
る
ほ
ど
人
々
に
強

い
印
象
を
与
え
た
。
宣
教
師
は
日
本
語
が
話
せ
る
よ
う
に
な
り
、
聖
教
書
も
和
訳

さ
れ
る
の
で
、
精
神
的
な
理
解
が
進
む
。

コ
レ
ジ
オ

・
セ
ミ
ナ
リ
オ
で
は
神
学

・

哲
学

.
数
学

・
地
理
学

・
天
文
学
等
の
諸
科
学
、
美
術
工
芸
品
の
製
作
、
楽
器
吹

奏
な
ど
の
教
育
が
行
わ
れ
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
学
芸
が
教
会
の
外
の
世
界
に
与
え
る

影
響
も
大
き
い
。
キ
リ
シ
タ
ン
の
子
弟
教
育
が
普
及
し
、
豊
後
の
聖
堂
で
は
八
三

(天
正

一
一
)
年
に
、
学
習
に
来
る
少
年
は
百
名
を
超
え
て
い
た

(註
10
)。

一
六

〇
二

(慶
長
七
)
年
の
長
崎
附
近
で
は
、
子
供
た
ち
ま
で
キ
リ
シ
タ
ン
の
教
を
口

誦
み
、
異
教
徒
さ
え
そ
れ
に
親
し
ん
だ

と
い
う

(註
11
)
。
各
地
の
信
者
数

の
増
加

は
南
蛮
風
俗
の
拡
が
り
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
彼
等
の
宗
教
生
活
に
接
す
る
周

囲
の
人
々
に
も
同
心
円
的
な
波
及
現
象

が
あ
ら
わ
れ
る
。
こ
れ
は
長
崎
で
の
ポ

ル

ト
ガ
ル
人
を
中
心
と
す
る
、
外
延

へ
の
拡
大
形
態
と
同
様
で
あ
る
。

一
五
五
九

令
水
禄
二
)
年
に
ビ
レ
ラ
が
比
叡
山
に
行
き
、
座
主

へ
の
訪
問
を
望

ん
だ
時
、
僧
の
シ
キ
ナ
イ
は
サ
ビ

エ
ル
が
山
口
の
王
に
多
大
の
珍
晶
を
贈

っ
た
こ

と
を
挙
げ
て
、
そ
れ
に
劣
ら
ぬ
贈
物
を
要
求
し
た

(註
12
)。
贈
物
情
報
は
山
口
か

ら
比
叡
山
に
伝
わ
り
、
八
年
後
に
ま
だ
記
憶
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
ビ
レ
ラ
が
入
京

し
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
始
め
て
京
に
住
み
つ
い
た
評
判
は
、
坂
東

の
足
利
学
校
に

ま
で
伝
わ

っ
た

(註
13
)。
信
長
の
前
で
行
わ
れ
た
法
華
僧
日
乗
と
の
宗
論
に
宣
教

師
側
が
勝

っ
た
事
件
に
つ
い
て
も
、
民
衆
の
噂
話
と
な

っ
て
忽
ち
拡
が
る
の
で
あ

る

(註
14
)。
こ
れ
ら
宣
教
師
関
係
の
情
報
は
、
各
地
の
貿
易
商
人
か
ら
流
れ
る
情

報
と
共
に
放
射
線
形
態
を
な
し
て
、
信
者
及
び
長
崎
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
周
辺
の
同

心
円
形
態
に
重
な
る
。
こ
の
横
の
水
平
形
態
は
さ
ら
に
、
流
行
の
上
下
垂
直
形
態

と
交
叉
す
る
の
で
あ
る
。

註

(
1
)

一
五
五
五
年
九
月

二
十

日
付
、

イ
ル

マ
ン

・
ド
ワ
ル
テ

・
ダ

・
シ
ル
バ
が
豊

後

よ
り
イ

ン
ド
の
耶
蘇
会

の
イ
ル

マ
ン
等

に
贈

り
し
書
翰

「
イ

エ
ズ

ス
会
士

日
本

通
信
」

(
2
)

一
五
五
七
年
十
月

二
十
八
日
付
、
パ
ー
ド

レ

・
ガ

ス
パ

ル

・
ビ
レ
ラ
が
平
戸

よ

り

イ
ン
ド
お
よ
び

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

の
耶
蘇
会

の
パ
ー
ド
レ
お
よ
び

イ

ル
マ
ン
等

に
贈

り
し
書
翰

同
上
書

(
3
)

一
五
六

一
年

十
月

八
日
付
、

イ
ル

マ
ン

・
ジ

ョ
ア
ン

・
フ

ェ
ル
ナ
ン
デ

ス
が
豊

後
よ
り
耶
蘇
会

の
イ
ル

マ
ン
等

に
贈

り
し
書
翰

(
4
)

一
五
六
二
年
十
月

二
十
五

日
付
、
イ

ル

マ
ン

・
ル
イ

ス

・
ダ

ル
メ
イ
ダ
が
横
瀬

浦

よ
り
耶
蘇
会

の
イ

ル

マ
ン
等

に
贈
り
し
書
翰

(
5
)

バ
テ
レ
ン

・
ベ
ル
ナ

ル
デ
イ
ー

・
デ

・
ア
ヴ

ィ
ラ
の
書

留

古

賀

十

二

郎

「
長
崎
市
史
風
俗
編
」

(
6
)

一
五
六
三
年
十

一
月
十

四
日
付
、

パ
ー
ド
レ

・
ル
イ
ス

・
フ

ロ
イ
ス
が
大
村

よ

り

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
に
在

る
イ
ル

マ
ン
等

に

贈

り
し

書
翰

「
イ

エ
ズ

ス

会
士

日
本
通

信
」

に
も
記

さ
れ
て
い
る
。

(
7
)

一
五
八
五
年
十
月

一
日
付
、
長
崎
発
、
パ

ー
ド

レ

・
ル
イ

ス

・
フ
ロ
イ

ス
よ
り

イ

エ
ズ

ス
会
総
長

に
贈
り
し
書
翰

の
数
節

「
イ

エ
ズ

ス
会
日
本
年

報
」

(
8
)

一
五
七

八
年
九
月
三
十

日
付
、
パ
ー
ド

レ

・
ル
イ

ス

・
フ
ロ
イ
ス
が
臼
杵

よ
り

(129)



研究紀要 第16集

耶
蘇
会

の
某
。ハ
ー
ド

レ
に
贈
り
し
書

翰

「
イ

エ
ズ
ス
会
士
日
本
通
信
」

(
9
)

一
五
六
九
年
八
月
十
五
日
付
、
そ

の
名

知
ら
れ
ざ
る

一
ポ

ル
ト
ガ
ル
人
が
日
本

よ
り
ポ

ル
ト
ガ

ル
の
耶
蘇
会

の
パ

ー
ド

レ
お
よ
び
イ

ル
マ
ン
等
に
贈
り
し
書
翰

「
イ

エ
ズ

ス
会

日
本
年
報
」

(
10
)

一
五
八
三
年

一
月

二
日
付
、
パ

ー
ド
レ

・
ル
イ
ス

・
フ

ロ
イ

ス
よ
り
イ

エ
ズ

ス

会
総
長

に
贈

り
た
る
も

の

「
イ

エ
ズ

ス
会

日
本
年
報
」

(
11
)

レ
オ

ン

・
パ

ジ

ェ
ス

「
日
本
切
支
丹
宗
門
史
」

(12
)

ル
イ
ス

・
フ

ロ
イ

ス

「
日
本
史
」
第

二
十

三
章

(13
)

同
上
書

第

二
十
五
章

(14
)

同

上
書

第

八
十

七

・
八
十

八
章

四

南
蛮
文
化
交
流
の
初
期
的
状
況
か
ら
外
延
的
に
波
及
し
て
い
く
現
象
は
、
外
来

文
化
伝
播
の
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
こ
と
に
水
平
的

コ
ミ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
に
流
行

の

垂
直
形
態
が
交
叉
す
る
の
は
、
階
級
社
会
特
有
の
形
態
で
あ
る
。
階
級
社
会
で
は

上
層
階
級
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
が
、
ま
ず
外
来
文
化
を
心
情
的
に
容
易
に
受
け

入
れ
さ
せ
る
。
さ
ら
に
政
治
的

・
経
済
的
に
外
来
文
化
受
容
の
能
力
を
持

っ
て
い

る
の
も
、
上
層
階
級
で
あ
る
。
こ
の
上
層
社
会
の
受
け
入
れ
た
文
化
が
階
層
的
に

下
降
し
て

一
般
に
拡
ま
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
外
来
文
化
伝
播
の
パ

タ
ー
ン
を
形
成
す
る
個
々
の
事
例
は
、

流
入
す
る
外
来
文
化

の
性
格
と
、
外
来
文

化
を
取
り
こ
ん
で
い
く
そ
の
時
代
の
特
殊
性
に
よ

っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
異

っ
た
様
相

を
示
す
の
で
あ
る
。
高
度
な
大
陸
文
化
を
渇
仰
的
に
受
容
し
た
古
代
、
蒸
気
船
が

開
発
さ
れ
て
距
離
の
縮
ま

っ
た
欧
米
諸
国
の
外
圧
に
よ

っ
て
、
近
代
文
化
が
激
し

く
流
入
し
た
幕
末

・
明
治
と
異
な
り
、

南
蛮
文
化
は
帆
船
交
通
の
遙
か
な
ボ
ル
ト

ガ
ル
か
ら
貿
易
商
人
と
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
が
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
る
。
帆
船

.交
通
の
困
難
な
海
を
距
て
た
わ
が
国

へ
は
、
東
南
ア
ジ
ア
で
行
わ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
武
力
征
服
が
及
ば
ず
、
平
和
な
貿
易
関
係
を
保

つ
こ
と
が
で
き
た
。
ポ
ル
ト

ガ

ル
船

の
司
令
官
甲
比
丹

モ
ー
ル
は
、
日
本

へ
は
商
人
頭
と
し
て
き
ら
び
や
か
な

衣
裳
を
ま
と

っ
て
渡
来
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
貿
易

.
商
業

ル
ー
ト
か
ら

輸
入
さ
れ
た
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
文
化
に
対
し
て
、
上
層
社
会
の
異
国
趣
味
的
傾
倒
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
宣
教
師
の
活
動
に
よ

っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
団
内
部
に
外
来
宗
教

と
そ
れ
に
伴
な
う
風
俗
と
が
宗
教
的
に
侵
透
し
て
い
っ
て
も
、
信
仰
に
関
係
の
な

い
外
縁
社
会
で
は
、
や
は
り
南
蛮
趣
味
を
誘
発
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
ポ
ル
ト
ガ

ル
人
は
た
だ
港
の
商
業
人
で
あ
り
、
宣
教
師
も
ま
た
キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
制
約
の

中
に
あ

っ
た
。
遥
か
な
国
か
ら
の
文
化
伝
播
者
が
こ
の
両
者
に
限
ら
れ
た
た
め
、

古
代
や
近
代
の
外
来
文
化
の
よ
う
に
、
既
存
文
化
を
変
革
さ
せ
る
ほ
ど
の
力
を
持

た
な
か

っ
た
。
領
国
大
名
制
か
ら
幕
藩
体
制
の
統

一
政
権
に
進
む
わ
が
国
に
と

っ

て
、
体
制
的
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
の
な
い
外
来
文
明
は
異
国
趣
味
と
し
て
受
け
取
ら
れ

た
の
で
あ
る
。
早
く
か
ら

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
鉄
砲
を
採
り
入
れ
て
天
下
を
制
覇
し
、

キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
を
許
可
し
た
信
長
は
、
外
来
文
化
摂
取
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ

っ

た
。

二
条
城
築
城
の
際
に
も

工
事
に
従
事
す
る

武
士
数
万
人
に
、

機
能
的
な
軽

袴
、

カ
バ
ヤ
を
着
用
さ
せ
て

(註
-
)、
南
蛮
趣
味
を
超
え
た
進
歩
的
な
行
動
が
見

ら
れ
る
が
、
彼
の
世
は
九
年
間
で
あ
ま
り
に
も
短
か
く
、
そ
れ
以
上
の
展
開
が
な

く
し
て
終

っ
た
。
秀
吉
の
治
世
は

「さ
る
ほ
ど
に
、
太
閤
秀
吉
御
出
世
よ
り
此
か

た
、
日
本
国
々
に
金
銀
山
野
に
わ
き
い
で
、
そ
の
う

へ
、
高
麗
、
琉
球
、
南
蛮
の

綾
羅
、

錦
繍
金
襴
、

錦
紗
、

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
唐
土
、

天
笠
の
名
物
、
わ
れ
も

(13fl)



南蛮風俗の伝播形態

く

と
、

珍

奇

の
そ

の
数

を

つ
く

し

、

上
覧

に
そ

な

へ
た

て
ま

つ
り

、

ま

こ
と

に

宝
の
山
を
つ
む
に
以
た
り
L

(「
太
閤

さ
ま
軍
記
の
う
ち
」)
と
佑
筆
太
田
牛

一
の

記
し
た
よ
う
に
重
商
主
義
で
、
よ
り
異
国
趣
味
的
で
あ

っ
た
。
そ
の
治
世
も
僅
か

十
六
年
で
、
南
蛮
趣
味
以
上
の
発
展
は
見
ら
れ
な
い
。
幕
藩
体
制
を
確
立
し
た
江

戸
幕
府
は
反
封
建
性
の
キ
リ
ス
ト
教

を
厳
禁
し
て
宣
教
師
を
追
放
し
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
船

の
来
航
も
禁
じ
て
鎖
国
し
た
の
で
、
南
蛮
文
化

の
伝
幡
は
全
く
遮
断
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

一
般
的
に
、
キ
リ
ス
ト
教
中
心
に
展
開
し
た
南
蛮
文
化
は
、
江
戸
幕
府

の
禁
教

鎖
国
に
よ

っ
て
埋
没
し
た
と
考
え
ら
れ
て
、い
る
。
し
か
し
数

々
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

が
日
本
語
に
転
化
し
て
、
今
日
ま
で
残
存
し
て
い
る
の
は
著
し
い
現
象
で
あ
る
。

こ
れ
が
ど
の
よ
う
な
基
盤
を
も

っ
て
い
る
か
の
前
提
と
し
て
、
南
蛮
風
俗
の
伝
播

形
態
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
転
化
語
は
織
物

・
衣
服

・
服
飾
品

・
食
料
品
な

ど
の
生
活
用
品
の
各
種
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
特
に
衣
服
は
江
戸
時
代
を
通
じ
て

わ
が
国
の
服
装
に
採
り
入
れ
ら
れ
た
。
合
羽

8
嚇
、
襦
袢

αq
ま
似o
、
軽
袴

。巴
息
o

莫
大
小

ヨ
Φ貯
ω
な
ど
は
、

南
蛮
服
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
か
ら
転
化
し
た
名
称
の
ま

ま
、
日
本
の
衣
服
に
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
合
羽
は
坊
主
合
羽
、
引
廻
し
、
長

合
羽
、
短
合
羽
な
ど
が
あ
り
、
高
価
な
舶
載
羅
紗
の
代
り
に
木
綿
や
油
紙
か
ら
も

作
ら
れ
、
旅
行
用
、
防
寒
用
に
広
く
用
い
ら
れ
た
。
半
ズ
ボ
ン
型
の
軽
袴
は
香
具

師
、
髪
結
、
下
男
等
忙
が
し
く
働
ら
く
者
の
活
動
的
な
労
働
着
で
あ
る
。
襦
袢
は

和
服
の
肌
着
で
あ
り
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
靴
下
で
あ
る
莫
大
小
は
足
袋
、
手
覆
、

股
引
を
も
併
せ
て
呼
ぶ
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
民
衆
の
服

装

で
あ

る
。
南
蛮
服
の
民
衆
社
会

へ
の
伝
播
は
、
農
民
貧
困
層
の
キ
リ
シ
タ
ン
が
多
い
九

州
地
方
に
顕
著
で
あ
る
が
、
宣
教
師
が
災
害
時

の
救
恤
用
と
し
て
貧
民
に
与
え
て

い
る
こ
と
も
見
逃
せ
な

い
。
永
禄
七
年
の
九
州
度
島
の
火
災
に
貧
人
救
済
用
衣
類

と
し
て
、
ズ
ボ

ン
下

富
b
αq
霧
、

マ
ン
ト

8
9艮
oω、
シ
ャ
ツ
衣
類

8
巨

ω器

等
が

記
録
さ
れ
て
い
る

(註
2
)。
南
蛮
服
の
民
衆
社
会

へ
の
伝
播
は
宣
教
師
お
よ
び
信

者
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
商
人
を
核
と
す
る
同
心
円
的
水
平
形
態
の
範
疇
で
あ
り
、
秀
吉

時
代
の
南
蛮
風
流
行
の
垂
直
形
態
の
下
降
圏
内
に
は
い
る
。
上
層
社
会
に
流
行
し

た
南
蛮
風
俗
が
江
戸
幕
府
の
鎖
国
以
後
払
拭
さ
れ
て
し
ま

っ
た
の
に
対
し
て
、
民

衆
社
会
伝
播
の
南
蛮
服
は
そ
の
生
活
の
中
に
、
和
服
の
欠
点
を
補
な
う
服
装
と
な

っ
て
、
完
全
に
日
本
化
さ
れ
た
。
近
世
の
民
衆
文
化
に
は
町
衆

・
町
人
層
の
華
麗

な
小
袖
が
代
表
的
地
位
を
占
め
て
い
る
が
、
な
お
そ
の
下
層
の
労
働
階
層
に
機
能

的
な
民
衆
衣
服
が
創
造
さ
れ
た
こ
と
を
、
南
蛮
風
俗
伝
播
形
態
の
中
に
と
ら
え
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

註

(
1
)

一
五

六
九

年

六
月

一
日
附

、

都

発

、

パ

ー

ド

レ

・
ル
イ

ス

・
フ

ロ
イ

ス
よ

り

パ

亅

ド

レ

・
ベ

ル

シ

ョ
ー

ル

・
デ

・
フ

ィ
ゲ

イ

レ

ド

に
贈

り
し

書

翰

、

「
耶

蘇

会

士

日
本

通

信

」

(
2
)

一
五

六

四
年

十

月

三

日
付

、

パ

ー

ド

レ

・
ル

イ

ス

・
フ

ロ
イ

ス
が

平

戸

よ

り

イ

ン

ド

に
在

る
耶

蘇

会

の

イ

ル

マ
ン
等

に
贈

り
し

書

翰

「
イ

エ
ズ

ス
会

士

日
本

通

信

」

(
一
般

教

育

講

師

)

(131.)


